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平成30年度
豊岡市一般会計補正予算案
賛成多数で可決

6月定例会

意見が分かれた議案の賛否一覧表
本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。
賛成は○、反対は×。棄権、除斥等は「―」。議長は採決に加わらないので「／」で表示しています。

会 派 名 新風とよおか とよおか市民クラブ ひかり
日本共産党・
あおぞら豊岡
市会議員団

豊岡市議
会公明党

豊
岡
維
新
の
会 審

議
結
果

議 員 名

議案名等

浅
田　
　

徹

上
田　

倫
久

岡
本　

昭
治

関
貫
久
仁
郎

木
谷　

敏
勝

清
水　
　

寛

田
中
藤
一
郎

土
生
田
仁
志

井
垣　

文
博

伊
藤　
　

仁

井
上　

正
治

嶋
﨑　

宏
之

椿
野　

仁
司

福
田　

嗣
久

松
井　

正
志

青
山　

憲
司

足
田　

仁
司

西
田　
　

真

上
田　

伴
子

奥
村　

忠
俊

村
岡　

峰
男

芦
田　

竹
彦

竹
中　
　

理

石
津　

一
美

第64号議案　平成30年度豊岡市一
般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 可

決
決議案第1号　2025年国際博覧会の
誘致に関する決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 可

決
議報第1号　平成29年陳情第5号　ひ
ぼこホール存続検討に関する陳情書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

不
採
択

「議報第2号　陳情第2号　出石文化会館
ひぼこホール使用に関する陳情書」を再
付託のうえ閉会中の継続審査とする動議

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 可
決

　

次
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

反
対
、
賛
成
の
討
論
が
あ
り
、

表
決
の
結
果
、
原
案
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
豊
岡
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
一
部
）

新
文
化
会
館
整
備
事
業

１
０
８
３
万
６
千
円

　

出
石
文
化
会
館
お
よ
び
豊

岡
市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、

老
朽
度
調
査
の
結
果
、
両
館

と
も
改
修
に
は
多
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
公
共
施

設
再
編
計
画
等
の
方
針
に
基

づ
き
、
出
石
文
化
会
館
は
廃

止
し
、
両
館
の
ホ
ー
ル
機
能

を
統
合
す
る
形
で
新
た
な
文

化
会
館
を
整
備
す
る
た
め
の

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策

定
に
取
り
組
も
う
と
す
る
も

の
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

「
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
を
愛
す

る
会
」
や
「
女
性
合
唱
団
カ

モ
ミ
ー
ル
」
か
ら
提
出
さ
れ

た
陳
情
に
対
し
て
の
採
決
も

行
わ
れ
て
い
な
い
中
、
新
文

化
会
館
整
備
事
業
費
、
１
０

８
３
万
６
千
円
を
含
む
補
正

予
算
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　

市
民
の
意
見
を
傾
聴
し
、

審
議
を
丁
寧
に
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
り
、
補
正
予
算
の

提
案
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
本
案
に
つ
い
て

は
反
対
で
あ
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

「
老
朽
度
調
査
の
結
果
、

市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、
多

額
の
耐
震
工
事
と
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
費
用
を
費
や
し
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
寿
命

化
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要

と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
合
併
後
、
修
繕

も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
い
中

で
長
寿
命
化
に
は
建
設
費
並

み
の
費
用
が
必
要
と
さ
れ
た
。

　

当
局
の
計
画
的
な
施
設
管

理
の
あ
り
方
と
し
て
は
問
題

が
残
る
が
、
両
館
の
機
能
を

統
合
す
る
形
で
新
文
化
会
館

の
整
備
に
向
け
計
画
す
る
以

外
に
は
方
法
が
な
い
と
考
え

る
。

　

新
文
化
会
館
整
備
基
本
構

想
・
基
本
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
予
算
を
含
ん
だ
本
案

は
、
適
切
妥
当
で
あ
り
、
賛

成
で
あ
る
。

（
会
派
：
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
議
員
）

予
算
決
算
委
員
会
の
付
帯
意
見

　

新
た
な
文
化
会
館
の
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
建
設
費
用

や
維
持
運
営
等
に
か
か
る
財

政
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
か

つ
市
民
生
活
に
広
く
愛
さ
れ

活
用
さ
れ
る
施
設
と
す
る
た

め
、
市
民
各
層
・
文
化
団
体

等
の
意
見
も
聴
取
し
た
上
で
、

立
地
、
規
模
、
機
能
等
を
十

分
に
検
討
さ
れ
た
い
。

　

６
月
定
例
市
議
会
を
、６
月
１
日
か
ら
27
日
ま
で
27
日
間

の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、一般
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
が
提
案
し

た
26
件
の
議
案
に
つ
い
て
、各
委
員
会
で
審
査
を
行
っ
た
後
、

本
会
議
で
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認・可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、意
見
書
３
件
、決
議
１
件
、な
ら
び
に
請
願
２
件
は

い
ず
れ
も
可
決・採
択
し
ま
し
た
が
、陳
情
３
件
の
う
ち
２

件
は
不
採
択
、１
件
は
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

とよおかし議会だより　2018.8.25 ○



○ 2018.8.25　とよおかし議会だより3

豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税

１３
・
８
％
減
額

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

今
年
度
か
ら
県
単
位
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
県
か
ら
示
さ

れ
た
標
準
保
険
料
率
等
を
参

考
に
税
額
を
算
定
し
た
結
果
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
な
く
、
１
人
当
た
り
の

国
保
税
額
を
対
前
年
度
比

13
・
８
％
減
、
１
万
５
５
０

１
円
減
の
９
万
７
０
４
３
円

と
し
て
税
率
改
正
を
行
お
う

と
す
る
も
の
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

市
立
出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
野
球
場
改
修
工
事

に
つ
い
て
、
２
億
５
６
３
万

２
千
円
で
㈱
山
口
工
務
店
と

請
負
契
約
の
締
結
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

物
件
購
入
契
約
の
締
結

○
消
防
団
に
配
備
す
る
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
等
を
５
０
６

５
万
２
千
円
で
、
城
崎
分
署

竹
野
出
張
所
に
配
備
す
る
消

防
自
動
車
を
４
８
９
７
万
８

千
円
で
そ
れ
ぞ
れ
㈱
吉
谷
機

械
製
作
所
か
ら
購
入
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

○
中
学
校
で
使
用
す
る
教
育

用
情
報
機
器
（
サ
ー
バ
ー
２

台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
３
４
８
台
、

パ
ソ
コ
ン
２
０
１
台
）
を
、

６
０
２
６
万
４
千
円
で
㈱
シ

ス
テ
ム
リ
サ
ー
チ
か
ら
購
入

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

市
有
財
産
の
処
分

　

市
有
財
産
で
あ
る
出
石
町

袴
狭
字
カ
ヤ
ノ
谷
２
１
９
番

18
外
11
筆
２
万
８
９
１
２
・

08
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
、

５
４
０
０
万
１
２
５
７
円
で

豊
岡
ア
ー
ル
エ
ス
エ
ル
協
同

組
合
に
売
却
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

平
成
30
年
度
豊
岡
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
一
部
）

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
参
入
促
進
事
業

　

重
度
者
を
は
じ
め
と
す
る

要
介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活

を
24
時
間
支
え
る
定
期
巡
回

・
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
に
新

た
に
参
入
す
る
事
業
者
が
、

円
滑
に
事
業
所
を
開
設
で
き

る
よ
う
開
設
準
備
に
か
か
る

経
費
に
対
し
て
補
助
を
行
お

う
と
す
る
も
の
。

豊
岡
市
役
所
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定

　

市
役
所
に
お
け
る
女
性
活

躍
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
能
力
や

個
性
が
十
分
発
揮
さ
れ
、
組

織
で
活
躍
し
て
い
る
姿
の
実

現
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
。

小
学
校
敷
地
用
地
取
得
事
業

　

公
共
施
設
用
地
と
し
て
民

間
、
個
人
か
ら
借
地
し
て
い

る
も
の
の
う
ち
、
今
後
も
維

持
す
べ
き
施
設
に
つ
い
て
借

地
の
購
入
を
検
討
し
た
結
果
、

面
積
が
広
大
な
小
学
校
用
地

を
買
収
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

オ
ト
ン
グ
ラ
ス
給
付
事
業

　

文
字
を
読
む
こ
と
が
困
難

な
視
覚
障
害
者
は
、
オ
ト
ン

グ
ラ
ス
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
郵
便
物
、
書
類
、
本
、

街
の
看
板
な
ど
、
身
の
回
り

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
日
常
生
活

上
の
便
宜
を
図
り
社
会
参
加

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

日
常
生
活
用
具
と
し
て
給
付

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

起立採決のようす

音声で文字を読みあげる眼鏡（オトングラス）音声で文字を読みあげる眼鏡（オトングラス）

可
決
し
た
そ
の
他
の
議
案
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一
般
質
問

一
般
質
問
（（
1818
人
）
人
）

６
月
定
例
会

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
、
市
の
予
算
や
政
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

市議会の本会議が
インターネットでご覧になれます！

インターネットによ
り、定例会のよう
すをライブ中継と
録画中継で映像配
信しています。
ぜひご覧ください。

豊岡市議会インターネット中継 検索

浅浅

田田

徹徹
（
５５
ペ
ー
ペ
ー
ジ
）
ジ
）

●
減
災災
・
防防
災
対
災
対
策
の
策
の
推
進
推
進

●
農
業業
振
興
振
興

●
地
域域
コ
ミミ
ュ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
ィ
の
推
の
推
進進

●
新
文文
化
会会
館館
整整
備
の
備
の
推
進
推
進

福福

田田

嗣嗣

久久
（
５
（
５
ペ
ー
ペ
ー
ジ
）
ジ
）
ジ
）

●
新
文文
化
会会
館
整
館
整
備
基
備
基
本
構
本
構
想想想･

基基基

本
計計
画
策策
定定

●
高
齢齢
者
運運
転
免
転
免
許
返
許
返
納
と
納
と
路
線
路
線
路
線
ババ

ス
料料
金

西西

田田

真真
（
６
（
６
ペ
ー
ペ
ーー
ジ
）
ジ
）

●
認
知知
症
患
症
患
者者
のの
不
明
不
明
時
捜
時
捜
索索索

●
防
犯犯
対
策策

●
住
宅宅
耐
震
耐
震
化化

●
専
門門
職
大
職
大
学
誘
学
誘
致致

●
消
防防
行
政政

●
特
殊殊
詐
欺欺
被
害
被

防
止
防
止
対
策
対
策

●
熱
中中
症
対対
策策

竹竹

中中

理理
（
６
（
６
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）

●●
市
長
市
長
総
括
総
括
説
明
説
明
説
明
説
明

●●
地
域
地
域
包
括
包
括
ケ
ア
ケケ
ア
シ
ス
シ
ス
テ
ム
テ
ム

●●●
生
活
生生
活活
困
窮
困
窮
困
窮窮
者
の
者
の
者
の
者
の
自
立
自
立立立
支
援
支
援
支
援
支
援
の
強
の
強
の
強
の
強強強強
化化化化化化

松松

井井

正正

志志
（
７
（
７
ペ
ー
ペ
ー
ジジ
））

●●
学
校
学
校
学
校
教教
育
教
育
教
育

●●
地
域
地地
域
コ
ミ
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ニ
ュ
ニニ
テ
ィ
テ
ィィ
組
織
組
織
組
織
へへ
の
へ
のののの
支支支支

援援
●●●
植
村
植植
村村
直
己
直
己
直
己
冒
険
冒
険
館

足足

田田

仁仁

司司
（
７
（
７
ペ
ー
ペ
ー
ペ

ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）

●●
ヘ
イ
ト
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
等等
モ
ニ
モ
ニ
タ
リリ
ン

グ
事
グ
事
業

●●●
ス
ポ
ス
ポ

ツ
ー
ツツ
振振
興
振
興

●●●
貧
困
貧
困
対
策
対
策
（
生生
活活
困
窮
者
窮
者
対
策
対
策策
））

●●
自
動
運
転転
車車
両
等等

上上

田田

倫倫

久久
（（
８８８
ペ
ー
ペ
ー
ジ
）
ジジ
）
ジ
）
ジ
）

●●●●
専
門
専
門
専
門
専
門
専
門
職職職
大
職
大
学学学

●●●
地地
域
防
災

●●
地地
域
地
域域
福
祉
福
祉
福
祉

●
厳
し
厳
ししし
い
財
い
財
い
財
い
財
い
財
政
状
政
状
政
状
政
状
政

況況況

清清

水水

寛寛
（
８
ペ
ー
ジ
）

●●●●●
市
の
市
の
経
済
経
済
が
循
が
循
環
す
る
仕
組
み

●●●●
地
域
地
域
地
域
地
域
地
域域域
ののの
支
の
支
のの

え
手
え
手
を
作
り
増
り

や
す
取

り
組
り
組
り
組
り
組
り
組
り
組
みみみみみ

●●●●●●
自
治
自
治
自
治
自
治
自
治
自

会
再
会
再
会
再
会
再
会
再
編編編編編編

奥奥

村村

忠忠

俊俊
（（（（（
９９９９９
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ーーー
ジジジジ
）
ジジジ

●●
豊
岡
豊
岡
豊
岡
豊
岡
豊
岡
豊
岡
市
公
市
公
市
公
市
公
市
公
市
公
共
施
共
施施
設
再
設
再
設
再再再
編
計
編
計
編
計
編
計
編
計
編

画画画画画

●●
専
門
専
門
専
門
専
門
職職
大
職
大
職
大
職
大
学学

●●●●●●●
有
害
有
害
有
害
有
害
有
害
有有

鳥鳥鳥
獣
鳥
獣
対
策
対対
策

●●
市
職
市
職
員員員

岡岡

本本

昭昭

治治
（（（
９９９
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ジ
）
ジ
））

●●
「
特
「
特
別
の
別別
の
別

教
科
教
科

道道
徳
」
徳
」
のの
取
の
取
りり

組
み
組
み
組
み
組
み

●●●●●
新
文
新
文
新
文
新
文
新
文
化
会
化
会
化
会
化
会
化
会
化

館
整
館
整
館
整
館
整
館
整
館

備
事
備
事
備備備

業業

上上

田田

伴伴

子子
（（（（（
1010111
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）

●
教
育
教
育
教
育育
環
境
環
境
環
境
環
境
環
境

●●
国
民
国
民
健
康
健
康
健健

保
険
保
険険
税税税税税

●●●
介
護
介
護
介
護

井井

垣垣

文文

博博
（（
1010
ペ
ー
ペ
ー
ジ
）
ジ
））

●●
健
康
福
祉
福
祉
対
策
対
策

●
遊
休
農
地地
対
策
対
策

●●
学
校校
現
場
現
場
の
現
の
現
状
と
状
とと
課
題
課
題題

土
生
土
生
田田

仁仁

志志
（（
111
ペペペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）

●●●
地地
方
地地地地

創
生

●
人
口
減
少
減
少
減
少
問
題
問
題

●●
生
活
環
境
改
善
改
善

●●●●
敬
老
敬
老
敬
老
敬
老
敬
老
敬
老
敬
老
敬
老
敬
老
敬
老
敬

会
補
助
金金
廃
止
廃
止止止止

芦芦

田田

竹竹

彦彦
（（（（
11111111
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペペ
ー
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）

●●●●●
市
長
市
長
市
長
市
長
市
長
市
長
市
長
市
長
市
長
市

総
括
総
括
総
括
総
括
総
括
総
括
総
括
総
括
総
括
総
括
総
括
総
括
総
括
説
明
説説
明
説
明
説
明
説
明
説
明
説
明
説
明
説

●●●●●
人
生
人
生
人
生
人
生
人
生
人
生
人人
生
人
生
人
生
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
００
０
年
０
年年年年年年年年
時
代
時
代
時
代
時
代
時
代代

●●●●●
こここここここ
ど
こ
ど
こ
ど
こ
ど
こ
ど
も
医
も
医
も
医
も
医
も
医
も
医
も
医
も
医
も
医
も
医
も
医
も
医医医
療
費
療療
費
療
費
療
費
療
費
療
費
療
費
療
費
療
費費費
等等等等

青青

山山

憲憲

司司
（（（（
1212122212
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペペ
ーー
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
））

●●●●
豊
岡
豊
岡
豊
岡
豊
岡
豊
岡
豊
岡
豊
岡
豊
岡
豊
岡岡岡岡
市
ワ
市市市市市市市市市市

ー
クククククク
イ
ノ
イ
ノ
イ
ノ
イ
ノ
イ
ノ
ベ
ー
ベ
ー
ベ
ー
ベ
ーー
シ
ョ
シシ
ョ
シ
ョ
シシ
ョ
ンンンンンン

戦
略
戦戦戦戦戦戦戦戦

●
豊
岡
豊

市
役
所
キ
所
キ
所
キ
所所
キ
所
キ
ャ
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ
リ
ア
デ
ア
デ
ア
デ
ア
デ
ア
デデデ
ザ
イ
ザ
イ
ザ
イ
ザ
イイイ
ンンンンン

ア
ク
シ
ョョ
ン
プ
ン
プ
ン
プ
ンン
ププ
ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン

●●
公
共
公
共
施
設
施
設設設設設
再
編
再
編
再
編
再
編
と
財
と
財
と
財財財
政
計
政
計
政
計
政
計
政

画画画画画

●●●●●
専
門
専
門
専
門
専
門
専
門
専
門
専
門門
職
大
職
大
職
大
職
大
職職
大
職
大
職

学学学学学学学学

●●●●●

対

高
規
高
規
高
規
高
規
高
規
高
規
高
規
格
道
格
道
格
道
格
道
格
道
路
整
路
整
路
整整
備
と
備
と
備
とと
交
通
交交
通通
安
全
対

策策策策策策策
井井

上上

正正

治治
（（（（
121212
ペ
ー
ペ
ー
ジ
）

●●●●●●
教
育
教
育
教
育
教教
育
環
境
環
境
環
境
環
境
環
境
環環
境境
向
上
向
上
向
上
向
上
向
上
向
上
向向
上上
の
取
の
取
の
取取
り
組
り
組組
みみ

●●●●●
市
長
市
長
市
長
市
長
市市
長長長
の
総
の
総
の
総
の
総
の
総
の
総総
括
説
括
説
括
説
括
説
括
説
括
説
括括括

明明明明

●●●●●●
諸
課
諸
課
諸
課
諸
課
諸
課
諸
課課
題題題題題題題題

田田

中中

藤
一
藤
一
郎郎
（（（（（
131313
ペ
ー
ペペ
ー
ジ
）

●●●●●●●
地
方
地
方
地
方
地
方
地
方
地
方方方
創
生
創
生
創
生
創
生
創創創創

●●●●●●●
人
口
人人
口
人
口
人
口
減
少
減
少
減
少
減
少少
問
題
問
題
問
題
問
題題

●●●●
文
化
文
化
文
化
文
化
文
化化
会
館
会
館
会
館
会
館
会会
館

村村

岡岡

峰峰

男男
（（（
11313
ペ
ー
ペペ
ー
ジ
）

●●●●●
国
保
国
保
国
保
国
保保

●●●●●
治
水
治
水
治
水
治
水水
対
策
対
策
対
策
対
策
対
策

●●●●●●
日
高
日
高
日
高
日
高
日
高
日
高
日
高
日
高
日
高
日
高
医
療
医
療
医
療
医医
療
医
療
セ
ン
セ
ン
セ
ン
セ
ン
セ
ン
タ
ー
タ
ー
タタ
ー

●●●●
樹
木
樹
木
樹
木
樹
木
樹樹
木
管
理
管
理
管
理
管
理
管
理
管
理
管
理
管
理
管

●●●●
公
共
公
共
公
共
公
共
公
共共
事
業
事
業
事
業
事事
業
事
業業業業
と
入
と
入
とととと
入
と
入
札札札札

●●●●●●
住
民
住
民
住
民
住
民
住
民
要
望
要
望
要
望
要
望
要
望
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新
文
化
会
館
整
備
基
本

新
文
化
会
館
整
備
基
本

構
想
・
基
本
計
画
策
定

構
想
・
基
本
計
画
策
定

問　

大
事
な
合
併
特
例
債
な

ど
５
・
８
億
円
も
費
や
し
た

市
民
会
館
の
大
規
模
な
改
修

は
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
の

一
環
で
は
な
か
っ
た
の
か

答　

耐
震
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
改
修
の
み
行
っ
た
。
長
期

的
観
点
か
ら
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
関
し
て
の
問
題
意
識
は

な
か
っ
た
。

問　

市
民
会
館
の
耐
震
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修
費
用
は
余

り
に
も
大
き
い
。
20
年
く
ら

い
の
ス
パ
ン
で
で
き
る
だ
け

市
の
財
政
を
き
れ
い
に
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か

答　

確
か
に
考
え
て
な
か
っ

た
。
そ
の
こ
と
を
反
省
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
私
自
身

県
会
議
員
と
し
て
あ
れ
こ
れ

作
っ
て
と
言
っ
て
き
た
が
、

20
年
後
に
ど

う
い
う
費
用

を
も
た
ら
す

の
か
考
え
て

こ
な
か
っ
た
。

問　

ひ
ぼ
こ

ホ
ー
ル
と
市

民
会
館
の
除

却
に
概
算
で

12
億
９
千
万

円
必
要
だ
が

公
共
施
設
適

正
管
理
推
進

事
業
債
に
該

当
す
る
の
か

答　

除
却
費

用
も
基
本
的
に
事
業
債
の
対

象
に
な
る
。
充
当
率
は
90
％
。

た
だ
し
単
な
る
貸
付
で
交
付

税
措
置
は
な
く
借
金
を
残
す

だ
け
。

問　

今
の
出
石
市
民
ホ
ー
ル
、

ス
パ
ン
を
３
間け

ん

６
間け

ん

伸
ば
す

こ
と
は
可
能
か

答　

既
存
の
も
の
で
や
り
繰

り
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。
規
模
と
し

て
ど
の
程
度
の
も
の
が
必
要

か
判
断
し
て
い
く
。

遠
隔
地
の
バ
ス
料
金
の

遠
隔
地
の
バ
ス
料
金
の

考
え
方

考
え
方

問　

２
０
０
円
バ
ス
、
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
拡
大
へ
の

市
の
ス
タ
ン
ス
が
後
退
し
て

き
た
よ
う
に
思
う
が
ど
う
か

答　

後
退
し
た
と
い
う
よ
う

な
雰
囲
気
で
と
ら
れ
る
と
つ

ら
い
が
、
各
地
域
に
合
っ
た

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目

指
す
と
い
う
こ
と
で
２
０
０

円
バ
ス
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
も
頭
に
入
れ
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

治
水
対
策
・
水
防
活
動
・

治
水
対
策
・
水
防
活
動
・

避
難
支
援
の
推
進

避
難
支
援
の
推
進

問　

円
山
川
堤
防
の
裏
の
り

尻
の
洗
掘
・
深
掘
れ
対
策
事

業
が
、
赤
石
・
一
日
市
・
加

陽
の
３
区
間
で
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
30
年
度
も
計
画
ど
お

り
事
業
進
捗
し
て
い
る
の
か

答　

国
か
ら
無
堤
防
地
区
の

整
備
を
急
ぐ
た
め
、
現
在
の

と
こ
ろ
裏
の
り
尻
の
事
業
は

予
定
し
て
い
な
い
と
伺
っ
て

い
る
。
補
正
予
算
の
確
保
な

ど
早
期
に
事
業
進
捗
を
図
る

よ
う
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問　

河
川
が
増
水
し
た
状
況

で
の
水
防
活
動
は
、
非
常
に

危
険
だ
。
堤
防
高
の
測
量
デ

ー
タ
を
う
ま
く
活
用
し
て
、

特
化
し
た
状
況
を
事
前
水
防

に
生
か
せ
な
い
か

答　

水
防
活
動
は
、

安
全
第
一
と
考
え

て
い
る
。
よ
り
効

果
的
な
作
業
を
行

う
た
め
、
台
風
が

接
近
す
る
前
に
で

き
る
方
法
が
な
い

か
国
交
省
と
調
整
、

協
議
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
昨
年

度
の
航
空
レ
ー
ザ

ー
測
量
の
結
果
、

周
辺
と
比
べ
沈
下

し
て
い
る
箇
所
の

対
応
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
協
議
し

て
い
き
た
い
。

問　

災
害
時
に
お
け
る
在
宅

要
介
護
者
の
安
全
避
難
の
対

策
や
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

を
検
討
で
き
な
い
か

答　

要
支
援
者
の
個
別
支
援

計
画
の
作
成
を
推
進
し
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
対
し
、
災

害
時
の
対
応
項
目
を
設
け
て
、

台
風
接
近
時
に
早
め
の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
利
用
や
安
全
な

親
戚
の
家
へ
の
避
難
な
ど
具

体
的
な
避
難
行
動
を
事
前
に

考
え
る
取
り
組
み
の
周
知
徹

底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

幹
線
的
農
道
の
ア
ス

幹
線
的
農
道
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
推
進

フ
ァ
ル
ト
舗
装
推
進

問　

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
で
、
幹
線
的
農
道
に

限
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

が
で
き
な
い
か

答　

地
区
か
ら
舗
装
し
た
い

箇
所
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、

路
線
ご
と
に
必
要
性
や
安
全

性
な
ど
を
慎
重
に
検
討
し
、

可
否
を
判
断
し
た
い
。

浅田　　徹 議員
（新風とよおか）

福田　嗣久 議員
（とよおか市民クラブ）

安
全・安
心・安
定
の
た
め
の

行
政
施
策
の
推
進

財
政
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
か
？

消防団・自主防災組織などによる台風23号メモリアル水防訓練

耐震、リニューアルを済ませた市民会館

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う
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問　

策
定
内
容
と
Ｓ

※

Ｄ
Ｇ
ｓ

の
観
点
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
の
内
容
と
着
地
点
は

答　

専
門
家
に
委
託
し
意
向

調
査
や
対
面
聞
き
取
り
を
開

始
す
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点

を
踏
ま
え
な
が
ら
女
性
の
置

か
れ
て
い
る
社
会
、
経
済
状

況
を
多
角
的
に
調
査
・
分
析

す
る
。

専
門
職
大
学
に
留
学
生
を

専
門
職
大
学
に
留
学
生
を

問　

ロ
ー
カ
ル
＆
グ
ロ
ー
バ

ル
に
取
り
組
む
市
と
し
て
海

外
留
学
生
の
受
け
入
れ
や
他

大
学
と
の
交
流
を
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
は

答　

但
馬
地
域
専
門
職
大
学

設
置
準
備
委
員
会
の
中
で
当

然
受
け
入
れ
る
べ
き
と
い
う

意
見
が
あ
る
。
具
体
的
に
は

今
後
検
討
さ
れ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

問　

日
高
モ
デ
ル
地
区
で
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置

に
よ
る
病
院
と
行
政
の
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
連
携
計
画
は

あ
る
か

答　

現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

相
談
窓
口
が
で
き

れ
ば
い
い
と
は
思

う
。
今
後
連
携
を

き
ち
ん
と
構
築
し
、

そ
こ
に
向
か
っ
て

い
き
た
い
。

問　

福
祉
バ
ン
ク

（
元
気
な
お
年
寄

り
が
ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
る
時
間
貯
蓄

制
度
）
の
取
り
組

み
を
し
て
は
ど
う

か答　

西
気
地
区
の

有
償
の
お
助
け
隊
「
ま
ご
の

手
」
を
他
の
地
区
に
も
普
及

す
る
た
め
市
と
し
て
関
わ
っ

て
い
き
た
い
。
福
祉
バ
ン
ク

は
長
期
的
に
管
理
に
課
題
が

あ
る
と
思
う
が
研
究
し
て
い

き
た
い
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

問　

法
改
正
に
よ
る
市
の
心

構
え
は

答　

今
回
の
法
改
正
の
中
で
、

就
労
準
備
支
援
事
業
や
家
計

改
善
支
援
事
業
の
一
体
的
な

実
施
や
、
地
域
社
会
か
ら
孤

立
し
て
い
た
人
な
ど
を
一
定

期
間
の
訪
問
に
よ
っ
て
見
守

り
支
援
な
ど
を
行
う
居
宅
支

援
の
強
化
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
も
強
化
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

問　

最
近
で
は
子
ど
も
た
ち

が
重
大
な
被
害
に
遭
う
事
件

が
多
く
発
生
し
て
い
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
犯
罪
抑

止
に
も
な
る
。
特
に
小
学
校

の
通
学
路
に
設
置
し
、
安
心

し
て
通
学
で
き
る
環
境
を
是

非
と
も
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
が
ど
う
か

答　

通
学
路
に
つ
い
て
も
必

要
だ
と
感
じ
て
い
る
が
、
広

範
囲
な
通
学
路
を
カ
バ
ー
す

る
に
は
か
な
り
の
数
と
費
用

に
な
る
。
学
校
・
園
の
安
全

確
保
を
最
優
先
に
考
え
、
今

年
度
中
に
全
学
校
・
園
に
設

置
す
る
。

専
門
職
大
学
誘
致

専
門
職
大
学
誘
致

問　

専
門
職
大
学
は
市
民
に

と
っ
て
も
非
常
に
関
心
が
あ

る
。
建
設
候
補
地
、
募
集
人

数
等
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
か

答　

今
後
の

但
馬
地
域
専

門
職
大
学
設

立
準
備
委
員

会
や
所
管
の

専
門
部
会
に

お
い
て
検
討

が
進
め
ら
れ
、

８
月
を
目
途

に
基
本
構
想

を
ま
と
め
公

表
さ
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

運
転
免
許
取
得
の
助
成

運
転
免
許
取
得
の
助
成

問　

平
成
29
年
３
月
の
道
路

交
通
法
改
正
後
に
取
得
し
た

普
通
免
許
で
は
３
・
５
ト
ン

以
上
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
運
転
は
で
き
な
い
。
消
防

庁
は
、
活
動
に
支
障
が
出
る

こ
と
か
ら
、
新
入
団
員
が
準

中
型
免
許
を
取
得
す
る
経
費

に
助
成
す
る
地
方
公
共
団
体

に
は
、
当
該
助
成
額
に
つ
い

て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ

る
と
し
て
い
る
。
本
市
と
し

て
も
、
助
成
は
若
手
団
員
確

保
の
目
玉
と
も
な
り
得
る
と

思
う
が
ど
う
か

答　

こ
れ
か
ら
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
隊

員
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
改
正
後
の
普
通
免
許
し

か
持
た
な
い
新
入
団
員
が
準

中
型
免
許
を
取
得
す
る
経
費

を
公
費
負
担
す
る
制
度
を
検

討
し
、
31
年
度
当
初
か
ら
の

施
行
を
目
指
し
た
い
。

西田　　真 議員
（ひかり）

竹中　　理 議員
（豊岡市議会公明党）

小
学
校
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
確
実
に

※
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ （
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）と
は　

国
連
が
採
択
し
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標

犯罪抑止のための防犯カメラ設置例

病院内に市役所の保健窓口がある（みつぎ総合病院・尾道市）

とよおかし議会だより　2018.8.25 ○

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

人
口
減
少
の
中
、
生
活

保
護
受
給
者
数
は
10
年
で
25

％
増
加
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
貧
困
世
帯
の
実
態
と

対
策
は
ど
う
か

答　

貧
困
世
帯
の
把
握
は
難

し
い
。
市
社
協
に
委
託
し
て
、

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
相

談
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

経
済
的
支
援
と
し
て
生
活
保

護
制
度
・
児
童
扶
養
手
当
・

就
学
支
援
制
度
な
ど
が
あ
る
。

問　

子
ど
も
の

貧
困
対
策
法
施

行
後
の
市
の
取

り
組
み
は
ど
う

か答　

教
育
・
福

祉
な
ど
の
支
援

策
を
総
合
的
・

効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、
庁

内
連
絡
会
で
情

報
を
共
有
し
て

い
る
。

問　

ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
の
実
態

は
把
握
し
て
い

な
い
、
と
し
た
市
の
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
へ
の
対
策
は
ど
う

か答　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
を
受
け
、
総
合
相
談
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
い
る
。
切
れ
目
な
い
学
習

支
援
な
ど
も
あ
る
。

ネネ※※

ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

問　

兵
庫
県
を
は
じ
め
、
多

く
の
県
下
自
治
体
が
取
り
組

ん
で
い
る
こ
の
事
業
の
状
況

は答　

県
を
は
じ
め
県
下
で
は

既
に
10
市
が
実
施
し
、
４
市

１
町
が
実
施
段
階
に
あ
る
。

問　

こ
の
事
業
は
小
さ
な
予

算
で
取
り
組
み
可
能
と
聞
い

て
い
る
。
市
は
事
業
に
取
り

組
む
考
え
は
あ
る
の
か

答　

県
お
よ
び
県
下
市
町
の

取
り
組
み
事
例
等
を
参
考
に

し
た
い
。
予
算
も
例
示
い
た

だ
い
た
の
で
研
究
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

ス
ポ
ー
ツ
振
興

問　

練
習
等
で
利
用
す
る
市

施
設
の
使
用
料
が
高
い
と
い

う
声
が
あ
る
が
ど
う
か

答　

そ
の
よ
う
な
声
は
、
市

に
は
届
い
て
い
な
い
。

自
動
運
転
車
両
の
導
入

自
動
運
転
車
両
の
導
入  

問　

超
高
齢
社
会
に
備
え
、

自
動
運
転
車
両
導
入
の
考
え

は答　

安
全
・
安
心
な
自
動
運

転
車
両
の
早
期
完
成
に
期
待

し
て
い
る
。

問　

植
村
直
己
冒
険
館
の
機

能
強
化
で
は
何
を
目
指
す
か
、

次
の
時
代
へ
何
を
伝
え
、
ど

ん
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
か
。

冒
険
館
は
従
来
の
行
政
と
は

違
う
職
場
で
あ
り
、
人
材
に

つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か

答　

顕
彰
を
引
き
続
き
さ
ら

に
強
力
に
行
う
と
と
も
に
、

周
囲
の
自
然
を
使
い
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
の
挑
戦
す
る
力

を
育
む
な
ど
、
冒
険
学
習
、

冒
険
教
育
の
拠
点
に
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
植
村
さ
ん

に
対
す
る
非
常
に
深
い
思
い

や
、
熱
意
を
持
っ
て
成
果
を

出
せ
る
人
材
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
Ｐ

※

Ｆ

Ｉ
に
よ
り
、
人
材
に
加
え
て

組
織
自
体
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
民
間
の
す
ぐ
れ
た
パ
ー
ト

ナ
ー
を
探
し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
負
担
軽

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
負
担
軽

減
や
市
税
減
免
の
見
通
し

減
や
市
税
減
免
の
見
通
し

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と

す
る
あ
ま
り
、
役
員
や
ス
タ

ッ
フ
に
過
重
な
負
担
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
は
な
い
か

答　

取
り
組
み
が
地
区
内
に

浸
透
し
づ
ら
く
、
使
命
感
と

相
ま
っ
て
苦
労
さ
れ
て
い
る

と
組
織
か
ら
聞
い
て
い
る
の

で
、
市
民
に
周
知
す
る
機
会

を
設
け
る
と
と
も
に
、
組
織

の
人
材
育
成
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。
地
域
エ
リ
ア
ご
と

に
担
当
者
を
決
め
て
、
き
め

細
か
な
相
談
に
乗
れ
る
よ
う
、

少
し
で
も
負
担

を
無
く
す
る
よ

う
に
努
力
し
て

い
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
が
そ

の
活
動
の
た
め

に
他
人
の
土
地

や
建
物
を
借
用

し
た
場
合
、
固

定
資
産
税
の
減

免
対
象
と
な
る

か
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
は
公

共
減
免
を
受
け

る
団
体
に
該
当

す
る
か

答　

市
税
条
例
等
で
は
、
有

料
の
場
合
を
除
き
、
公
共
的

地
域
団
体
が
公
益
の
用
に
供

す
る
固
定
資
産
を
使
用
す
る

場
合
は
減
免
す
る
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
は
対
象
団
体
に
該
当
す

る
。
減
免
の
判
定
に
あ
た
っ

て
は
、
組
織
の
活
動
が
減
免

要
件
を
満
た
す
か
否
か
に
よ

り
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

松井　正志 議員
（とよおか市民クラブ）

足田　仁司 議員
（ひかり）

冒
険
館
は
次
の
時
代
へ

何
を
伝
え
、
ど
ん
な
役
割
か

市
の
貧
困
対
策
は

植村直己冒険館は冒険学習、冒険教育の拠点に

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は　

民
間
の
持
つ
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
を
活
用
し
て
、
公
共
施
設
の
整
備
や
管
理
・
運
営
等
を
行
う

※
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は　

ネ
ッ
ト
上
の
差
別
的
書
き
込
み
を
チ
ェッ
ク
す
る

体を動かして健康寿命を延ばそう

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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社
会
問
題
の
解
決
法

社
会
問
題
の
解
決
法

問　

問
題
を
発
展
的
に
解
決

し
、
市
の
経
済
が
循
環
す
る

仕
組
み
と
し
て
、
積
極
的
に

市
内
事
業
者
や
地
域
資
源
を

活
用
し
て
は

答　

論
理
的
、
部
局
横
断
的

な
政
策
推
進
の
た
め
、
成
果

重
視
・
戦
略
思
考
へ
転
換
し
、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

課
題
解
決
な
ど
を
目
的
と
し
、

26
年
度
か
ら
戦
略
的
政
策
評

価
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

年
度
設
置
し
た
戦
略
的
政
策

室
は
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
分

析
で
政
策
課
題
に
取
り
組
み
、

部
署
を
越
え
た
多
面
的
な
取

り
組
み
で
、
問
題
解
決
を
進

め
て
い
る
。
地
域
資
源
の
活

用
で
は
、
半
径
20
㎞
の
経
済

圏
強
化
を
図
る
と
し
て
い
る
。

女
性
活
躍
社
会
の
先

女
性
活
躍
社
会
の
先

問　

地
域
の
支
え
手
を
作
り

増
や
す
取
り
組
み
は
ど
う
か

答　

女
性
活
躍
社
会
に
向
け
、

問
題
意
識
を
共
有
し
て
も
ら

う
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
す

る
。
豊
岡
は

若
い
女
性
に

選
ば
れ
て
い

な
い
こ
と
が

人
口
減
少
の

最
大
の
要
因

で
あ
り
、
人

手
不
足
対
策

に
残
さ
れ
て

い
る
可
能
性

は
シ
ニ
ア
と

家
庭
に
い
る

女
性
た
ち
。

切
羽
詰
ま
っ

た
状
況
を
ま
ず
意
識
し
て
も

ら
う
努
力
が
必
要
。
同
時
に

「
多
様
性
を
受
け
入
れ
、
支

え
合
う
リ
ベ
ラ
ル
な
ま
ち
」

と
市
の
理
念
を
示
し
、
具
体

的
な
事
柄
を
繰
り
返
し
て
意

識
を
変
え
て
い
き
た
い
。

問　

社
会
全
体
が
活
躍
す
る

場
と
な
る
に
は
弱
者
に
こ
そ

活
躍
の
場
が
必
要
で
は

答　

障
害
の
あ
る
方
が
組
織

に
お
ら
れ
る
こ
と
が
組
織
の

あ
り
よ
う
を
変
え
る
。
今
後

ま
ち
を
挙
げ
て
努
力
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
障
害
者
自

立
支
援
協
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
仕
事
の
紹
介
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

新
た
な
枠
組
み
づ
く
り

新
た
な
枠
組
み
づ
く
り

問　

自
治
会
へ
支
援
し
て
は

答　

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

問　

設
立
準
備
委
員
会
の
委

員
は
だ
れ
か

答　

有
識
者
と
し
て
、
平
田

オ
リ
ザ
氏
の
ほ
か
、
地
域
科

学
研
究
会
高
等
教
育
情
報
セ

ン
タ
ー
関
西
圏
支
部
の
上
野

支
部
長
、
近
畿
大
学
の
高
橋

教
授
、
神
戸
大
学
大
学
院
の

藤
野
教
授
、
Ｊ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
・
Ｓ

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
山
田
代
表
の
５

名
。
産
業
界

か
ら
は
、
株

式
会
社
マ
ッ

ク
ア
ー
ス
の

一
ノ
本
代
表

取
締
役
、
但

馬
地
域
商
工

会
振
興
協
議

会
の
奥
藤
会

長
、
株
式
会

社
西
村
屋
の

西
村
社
長
の

３
名
。
教
育

・
文
化
か
ら

は
、
県
立
豊

岡
高
等
学
校

の
今
井
校
長
、

城
崎
国
際
ア

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
田
口
館
長

の
２
名
。
行
政
か
ら
は
、
兵

庫
県
の
荒
木
副
知
事
、
南
但

広
域
行
政
事
務
組
合
管
理
者

と
し
て
多
次
朝
来
市
長
、
中

貝
豊
岡
市
長
の
３
名
。
合
計

13
名
だ
が
、
但
馬
３
市
２
町

の
担
当
課
長
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
画
す
る
。

問　

文
化
、
観
光
部
門
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か

答　

文
化
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
は
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

・
ア
ー
ツ
、
演
劇
と
ダ
ン
ス

を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で
観

光
と
の
親
和
性
が
非
常
に
高

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
観
光

を
文
化
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
す
る
、
今
あ
る
観
光
の
さ

ま
ざ
ま
な
資
源
を
、
さ
ら
に

文
化
的
な
要
素
を
加
え
る
と

い
う
形
で
レ
ベ
ル
を
上
げ
て

い
く
、
親
和
性
と
い
う
も
の

の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

問　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
規
模

は
ど
う
か

答　

２
０
２
１
年
４
月
の
開

学
を
目
指
し
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
９
年

10
月
に
設
置
認
可
申
請
を
行

い
、
２
０
２
０
年
８
月
の
設

置
認
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。
設
立
準
備
委
員
会
や
所

管
の
専
門
部
会
に
お
い
て
規

模
な
ど
具
体
的
な
内
容
が
検

討
さ
れ
る
。

上田　倫久 議員
（新風とよおか）

清水　　寛 議員
（新風とよおか）

但
馬
地
域

　

専
門
職
大
学
の
設
立

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
！

　

常
識
や
発
想
の
転
換
を

専門職大学など重要なことについて議論する場所

里山は待ったなしのピンチ。いまこそ目を向けないと

とよおかし議会だより　2018.8.25 ○

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う
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新
た
に
開
始
さ
れ
る

新
た
に
開
始
さ
れ
る

道
徳
教
育

道
徳
教
育

問　

新
た
に
道
徳
教
育
が
、

「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
と

し
て
開
始
さ
れ
る
理
由
は
ど

こ
に
あ
る
の
か

答　

一
つ
は
、
教
育
現
場
に

お
い
て
道
徳
教
育
そ
の
も
の

が
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
、

も
う
一
つ
は
、
国
語
と
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
道
徳
の
授
業

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
や
、

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
道

徳
の
授
業
を
し
て
も
、
自
分

に
と
っ
て
た
め
に
な
ら
な
い

と
思
う
傾
向
が
あ
り
、
こ
の

二
つ
の
問
題
を
解
決
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

問　

家
庭
や
地
域
で
生
活
す

る
人
々
が
、
小
学
校
で
ど
の

よ
う
な
道
徳
教
育
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
を
理
解
し
、
子

ど
も
た
ち
と
共
に
教
育
内
容

を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
る
が
ど
う
か

答　

家
庭
や
地
域
の
方
々
に

道
徳
教
育
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
大
切

な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
る
。

方
策
と
し
て
、
学
校
便
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
、

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
活
用

し
た
授
業
参
観
で
実
施
し
て

い
る
。

新
文
化
会
館
整
備
事
業

新
文
化
会
館
整
備
事
業

問　

基
本
構
想

・
基
本
計
画
を

策
定
す
る
委
員

会
と
は
別
に
、

多
く
の
市
民
の

意
見
や
要
望
を

聞
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が

答　

基
本
構
想

・
基
本
計
画
を

策
定
す
る
支
援

事
業
者
も
決
ま

り
策
定
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た

あ
と
、
市
民
の

意
見
を
聞
く
こ

と
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と

思
う
。

問　

地
域
企
業
の
受
注
機
会

の
確
保
に
向
け
て
、
入
札
方

法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か

答　

基
本
構
想
、
基
本
計
画

を
策
定
す
る
な
か
で
、
事
業

を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の

入
札
方
法
は
、
別
途
検
討
し

た
い
。

問　

市
民
会
館
・
ひ
ぼ
こ
ホ

ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

事
を
始
め
る
前
に
な
ぜ
市
民

に
直
接
説
明
し
な
い
の
か

答　

ホ
ー
ル
だ
け
の
説
明
会

は
し
な
い
。
今
後
10
年
間
に

多
く
の
施
設
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
考
え
て
も
ら
う
よ
う

な
説
明
会
、
意
見
交
換
会
を

し
た
い
。

問　

市
長
は
、「
ひ
ぼ
こ
ホ
ー

ル
を
愛
す
る
会
」
と
の
話
し

合
い
の
中
で
、
「
建
設
し
た

当
時
出
石
町
の
財
政
規
模

は
50
億
円
。
こ
の
規
模
で

20
億
円
も
の
ホ
ー
ル
を
建

て
て
い
る
の
は
考
え
ら
れ

な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

合
併
を
前
提
に
し
た
施
設

で
は
な
く
、
町
民
の
た
め

に
建
て
た
も
の
だ
。
市
長

は
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
か

答　

今
の
市
財
政
は
５
０

０
億
円
。
２
０
０
億
円
の

ホ
ー
ル
を
建
て
る
の
と
同

じ
勘
定
。
過
去
の
事
は
言

う
な
と
言
わ
れ
れ
ば
口
を

慎
む
。

問　

市
長
は
、
ひ
ぼ
こ
ホ

ー
ル
に
代
る
も
の
と
し
て

出
石
の
庁
舎
に
併
設
の
、

市
民
ホ
ー
ル
を
検
討
す
る

旨
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、

こ
こ
の
活
用
は
難
し
い
と

思
う
。一
方
「
ひ
ぼ
こ
ホ

ー
ル
」
の
北
側
に
多
目
的

ホ
ー
ル
が
あ
る
。
こ
れ
は
数

年
前
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
撤
去
に
合
わ
せ
改
修

し
て
い
る
が
こ
こ
の
整
備
を

検
討
し
て
は
ど
う
か

答　

専
門
家
に
見
て
い
た
だ

い
た
が
、
音
響
が
最
悪
で
あ

り
、
改
修
に
は
建
て
替
え

る
ほ
ど
の
費
用
が
か
か
る
。

ホ
ー
ル
は
都
市
機
能
だ
。
車

で
し
か
行
け
な
い
場
所
は
適

切
で
な
い
と
考
え
る
。

捕
獲
し
た
鹿
の
状
況

捕
獲
し
た
鹿
の
状
況

と
活
用

と
活
用

問　

４
年
連
続
で
６
５
０
０

頭
以
上
の
捕
獲
だ
。
被
害
状

況
と
推
定
生
息
数
は

答　

農
業
被
害
は
面
積
で

10
・
２
％
減
少
。
４
年
で

２
万
７
千
頭
を
捕
獲
し
て
お

り
、
生
息
数
は
39
％
減
、
お

よ
そ
１
万
４
３
０
０
頭
。
鹿

の
活
用
は
個
体
の
８
％
程
度
、

あ
と
は
廃
棄
処
分
。
民
間
で

取
り
組
む
場
合
は
支
援
し
て

い
く
。

奥村　忠俊 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

岡本　昭治 議員
（新風とよおか）

地
域
に
根
付
い
た
音
楽
を

楽
し
む
場
所
を
確
保
し
て

１
０
０
年
の
計
・
道
徳
教
育

と
新
文
化
会
館
整
備

ひぼこホールでの最後の「女性合唱団カモミール」演奏会

6年生の道徳教育で使用されている教材の一部

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う
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問　

遊
休
農
地
の
現
状
と
課

題
そ
し
て
対
策
は
ど
う
か

答　

遊
休
農
地
の
増
加
の
ペ

ー
ス
に
解
消
が
追
い
付
い
て

い
な
い
。
そ
の
原
因
は
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
、
米
価
の
下
落
、
鳥
獣

被
害
な
ど
が
あ
る
。
農
地
は

農
業
、
農
村
の
有
す
る
多
面

的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
必

要
だ
。
今
後
は
周
辺
の
集
落

も
含
め
た
地
域
全
体
で
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
、
解
消
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

問　

歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ

く
り
の
成
果
は
ど
う
か

答　

全
て
の
市
民
に
定
着
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ

り
市
民
参
加
が
得
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
る
。
障

害
者
へ
の
対
策
は
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。
医
療
費
を
抑

え
る
効
果
も
あ
り
、
科
学
的

調
査
に
基
づ
き
取
り
組
む
。

問　

健
康
面
や
生
活
へ
の
不

安
を
抱
え
る
高
齢
者
へ
、
声

掛
け
や
専
門
的
な
指
導
を
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
を

地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
導
入
し
、

ま
た
そ
の
ナ
ー
ス

が
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
活
動

を
す
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る

か答　

要
望
は
聞
い

て
い
な
い
が
、
看

護
資
格
の
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー

ス
が
身
近
な
方
々

の
相
談
に
乗
る
こ

と
は
非
常
に
望
ま

し
い
姿
で
あ
る
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
活
動
は
可
能
で
あ

る
。

問　

小
中
一
貫
教
育
こ
の
一

年
の
評
価
・
課
題
を
聞
く

答　

子
ど
も
に
と
っ
て
高
評

価
の
学
習
で
あ
っ
た
。
小
規

模
校
に
つ
い
て
は
教
育
効
果

が
得
ら
れ
に
く
い
と
い
う
課

題
を
実
感
し
て
い
る
。

問　

学
校
現
場
で
の
長
時
間

業
務
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

対
策
を
講
じ
る
の
か

答　

教
職
員
の
心
身
が
健
康

で
、
時
間
的
、
精
神
的
に
ゆ

と
り
が
な
け
れ
ば
教
育
の
質

の
確
保
、
向
上
は
困
難
だ
。

教
職
員
の
意
識
改
革
を
は
じ

め
と
す
る
学
校
で
の
取
り
組

み
、
そ
れ
を
支
え
る
行
政
の

取
り
組
み
、
地
域
や
保
護
者

の
理
解
、
こ
れ
ら
を
一
体
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

問　

就
学
援
助
に
つ
い
て
17

年
度
よ
り
文
部
科
学
省
の
就

学
援
助
施
行
令
の
中
、
民
生

委
員
の
助
言
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
文
言
が
削

除
さ
れ
た
が
、
本
市
が
ま
だ
、

助
言
を
求
め
て
い
る
理
由
は

何
か

答　

就
学
援
助
の
申
請
書
類

だ
け
で
は
不
明
な
生
活
状
況

を
把
握
す
る
た
め
に
民
生
委

員
の
助
言
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
利
用
者
の
声
を
聞
き
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い

き
た
い
。

問　

教
育
施
設
に
お
け
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
設
置
つ
い
て
、
多
く
の

命
を
預
か
る
施
設
で
の
設
置

は
当
然
だ
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
な
基
準
で
設
置
さ
れ

て
い
る
の
か

答　

小
・
中
学
校
、
独
立
幼

稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
、
計
51
学
校
・
園
に
各

１
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
リ
ー
ス
契

約
に
よ
り
設
置
し
て
い
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
、

学
校
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ

る
独
立
し
た
施
設
で
は
、
ぜ

ひ
、
即
刻
配
置
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
ど
う
か

答　

今
後
、
検
討
す
る
。

在
宅
介
護
の
現
状
と
支
援

在
宅
介
護
の
現
状
と
支
援

問　

毎
日
新
聞
が
行
っ
た
在

宅
介
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
約
７
割
の
在
宅
介
護
者

が
精
神
的
、
肉
体
的
に
限
界

を
感
じ
て
い
る
と
答
え
て
い

る
。
本
市
で
も
在
宅
介
護
実

態
調
査
で
、
介
護
者
は
70
・

５
％
が
女
性
、
25
・
６
％
が

70
歳
以
上
で
あ
る
。
高
齢
の

女
性
が
在
宅
介
護
を
担
っ
て

い
る
。
見
解
を
聞
く

答　

介
護
が
必
要
な
方
は
、

在
宅
で
介
護
を
希
望
す
る
方

が
多
い
の
で
、
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
け
る
よ
う
に
定

期
巡
回
や
小
規
模
多
機
能
の

居
宅
介
護
事
業
所
、
特
定
施

設
等
の
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問　

施
設
入
所
を
希
望
す
る

時
、
居
住
地
に
近
い
施
設
を

希
望
す
る
が
現
状
は
ど
う
か

答　

施
設
入
所
の
判
定
項
目

に
は
居
住
地
が
近
い
か
ど
う

か
と
い
う
判
定
基
準
は
な
い
。

上田　伴子 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

井垣　文博 議員
（とよおか市民クラブ）

教
育
環
境
の

　

行
き
届
い
た
整
備
を
！

遊
休
農
地
対
策
は
地
域

づ
く
り
の
総
合
対
策
で
！

耕作放棄地が地域の活力を奪う

放課後児童クラブにもAEDの設置を！

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う
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人生 100年時代の長寿化社会

問　

長
寿
化
に
伴
う
社
会
モ

デ
ル
の
変
化
に
対
す
る
行
政

の
あ
り
方
は

答　

今
後
、
さ
ら
に
少
子
高

齢
化
が
進
む
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
中
、
高
齢
期
に
な
っ
て

も
元
気
な
う
ち
は
就
労
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
趣
味
な

ど
の
生
き
が
い
活
動
や
社
会

参
加
を
行
う
と
と
も
に
、
介

護
予
防
を
行
っ
て
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

問　

健
康
施
策
に
つ
い
て
、

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
へ

の
取
り
組
み
と
が
ん
検
診
に

つ
い
て
は
ど
う
か

答　

市
が
実
施
し
て
い
る
集

団
健
診
、
す
こ
や
か
市
民
健

診
で
は
、
特
定
健
診
と
が
ん

検
診
を
同
時
に
受
診
で
き
る

よ
う
促
し
て
い
る
。
ま
た
、

が
ん
検
診
で
は
、
特
定
の
年

齢
に
達
し
た
方
を
対
象
に
、

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

を
送
付
し
、
受
診
率
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
特
定
健
診

60
％
、
が
ん
検
診
50
％
を
目

標
に
、
受
診
勧

奨
を
さ
ら
に
進

め
て
い
き
た
い
。

問　

が
ん
患
者

や
障
害
の
あ
る

方
の
就
労
支
援

・
生
活
支
援
に

つ
い
て
、
課
題

認
識
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
必
要

性
は

答　

が
ん
患
者

の
方
が
抱
え
て

お
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め

に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
障
害
者
基
幹
相
談
セ
ン
タ

ー
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相

談
で
き
る
体
制
に
し
て
い
る
。

当
事
者
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に

応
じ
て
、
包
括
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
組
ん
で
自
立
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

問　

生
涯
学
習
の
目
的
と
意

義
に
つ
い
て
は
ど
う
か

答　

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
大

変
重
要
だ
と
思
う
。
そ
の
よ

う
な
体
制
整
備
が
必
要
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問　

乳
幼
児
を
含
む
こ
ど
も

医
療
費
の
無
料
化
は

答　

平
成
28
年
７
月
か
ら
現

制
度
に
移
行
し
て
い
る
。
現

時
点
で
、
無
料
化
は
考
え
て

い
な
い
。

在
日
技
能
実
習
生
を

在
日
技
能
実
習
生
を

通
訳
に

通
訳
に

問　

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
旅

行
者
へ
言
葉
の
解
決
策
と
し

て
、
彼
ら
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
の
有
力
な
誘
客
情
報
と
し
、

彼
ら
に
ガ
イ
ド
力
を
身
に
付

け
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の

で
は

答　

通
訳
ガ
イ
ド
育
成
の
必

要
性
は
非
常
に
感
じ
て
い
る
。

外
国
語
対
応
が
で
き
る
日
本

人
の
他
に
外
国
人
永
住
者
あ

る
い
は
留
学
生
を
含
め
、
豊

岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

共
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

若
年
層
の
低
い
投
票
率

若
年
層
の
低
い
投
票
率

を
平
均
ま
で
Ｕ
Ｐ
を

を
平
均
ま
で
Ｕ
Ｐ
を

問　

市
の
未
来
像
構
築
へ
つ

な
ぐ
た
め
、
投
票
率
の
低
い

若
年
層
の
投
票
率
Ｕ
Ｐ
を
実

現
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か

答　

投
票
と
い
う
行
為
は
、

市
を
良
く
す
る
た
め
の
行
動

で
あ
り
、
行
政
並
び
に
政
治

に
参
加
す
る
と
い
う
大
変
重

要
な
手
段
で
あ
る
。
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、
①
高
校
生

・
大
学
生
へ
の
、
よ
り
一
層

の
啓
発　

②
出
前
講
座
の
実

施
内
容
の
見
直
し　

③
若
手

社
会
人
に
対
す
る
啓
発　

④

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票
制

度
の
周
知
、
こ
の
４
点
を
重

点
事
項
と
し
て
お
り
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

高
齢
者
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

問　

道
路
を
横
断
し
て
い
る

地
下
埋
設
型
水
路
、
暗あ
ん

渠き
ょ

の

部
分
の
清
掃
は
近
隣
住
民
の

高
齢
化
で
非
常
に
危
険
が

伴
っ
て
い
る
が

答　

水
路
、
側
溝
、
暗
渠
な

ど
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
ク

リ
ー
ン
作
戦
な
ど
で
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
。
地
元
で
の

対
応
が
難
し
い
と
い
う
箇
所

に
つ
い
て
は
現
場
を
見
て
考

え
て
い
く
。

土生田仁志 議員
（新風とよおか）

芦田　竹彦 議員
（豊岡市議会公明党）

好
き
な
豊
岡
に
長
い
間

　

住
め
る
よ
う
に
な
る
！

人
生
１
０
０
年
時
代
を

見
据
え
て

高ぁて、怖いとこは、掃除ができんわ

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

学
校
施
設
整
備
計
画
と

現
状
を
ふ
ま
え
て
、
小
規
模

校
に
対
す
る
統
廃
合
等
を
含

め
将
来
の
展
望
は
ど
う
か

答　

標
準
学
級
数
や
編
制
基

準
な
ど
、
児
童
生
徒
数
だ
け

を
根
拠
と
す
る
統
廃
合
は
、

教
育
環
境
を
保
障
す
る
観
点

か
ら
望
ま
し
い
と
は
言
え
な

い
。
デ
メ
リ
ッ
ト
を
補
完
す

る
小
小
連
携
の
取
り
組
み
は

ま
だ
課
題
が
あ
る
。
今
後
の

あ
り
方
は
、
学
校
統
廃
合
を

視
野
に
入
れ
、
検
討
を
始
め

る
時
期
と
の
認
識
を
持
っ
て

い
る
。

問　

教
育
の
中
心
課
題
で
あ

る
不
登
校
、
学
力
、
特
別
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
ど
う
か

答　

不
登
校
は
、
研
修
会
、

外
部
講
師
に
よ
る
講
義
、
協

議
を
通
し
チ
ー
ム
に
よ
る
不

登
校
対
策
に
取
り
組
む
。　

　

学
力
は
、
が
ん
ば
り
タ
イ

ム
の
設
定
、
授
業
改
善
に
取

り
組
む
。

　

特
別
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
た
ち
は
、
こ

ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
、

研
修
会
、
各
校

の
授
業
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
化
に
取
り

組
む
。

問　

中
学
校
の

小
規
模
校
に
対

す
る
音
楽
、
美

術
、
技
術
家
庭

の
教
員
の
配
置

は
ど
う
か

答　

加
配
は
つ

か
な
い
。
市
内

６
校
で
免
許
外
申
請
を
し
て

い
る
。
但
馬
全
体
の
課
題
と

し
て
県
に
強
く
訴
え
て
い
く
。

問　

専
門
職
大
学
の
誘
致
に

伴
う
市
の
財
政
負
担
は
ど
う

か答　

土
地
、
補
助
金
等
、
他

の
誘
致
例
に
そ
の
ま
ま
な
ら

う
必
要
は
な
く
、
人
口
減
少

対
策
、
若
者
獲
得
、
地
域
の

魅
力
の
向
上
等
、
市
が
受
け

る
メ
リ
ッ
ト
を
に
ら
み
な
が

ら
も
、
市
自
身
と
し
て
の
負

担
能
力
、
経
済
的
な
受
益
に

つ
い
て
も
配
慮
を
し
な
が
ら

協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

経
済
的
メ
リ
ッ
ト
は
、
交

付
税
の
毎
年
約
５
千
万
円
増
、

学
生
等
の
消
費
額
年
約
４
億

円
、
定
住
自
立
圏
構
想
の
特

別
交
付
税
の
５
年
間
分
約
５

億
４
千
万
円
が
見
込
ま
れ

る
。　

問　

高
規
格
道
路
整
備
の
進

捗
状
況
は

答　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

は
、
日
高
神
鍋
高
原
イ
ン

タ
ー
か
ら
仮
称
豊
岡
南
イ
ン

タ
ー
ま
で
の
６
・
１
㎞
区
間

で
ト
ン
ネ
ル
４
本
の
う
ち
２

本
が
貫
通
、
橋
梁
９
橋
の
う

ち
８
橋
が
工
事
中
。
仮
称
豊

岡
南
イ
ン
タ
ー
か
ら
仮
称
豊

岡
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
２
㎞
区

間
は
、
今
年
度
か
ら
工
事
着

手
さ
れ
る
予
定
。

問　

豊
岡
病
院
下
の
交
差
点

に
お
け
る
通
勤
時
間
帯
の
安

全
対
策
は
ど
う
か

答　

戸と

辺べ

羅ら

ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
て
病
院
側
の
渋
滞
を
確
認

は
し
て
い
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
改
良
計
画
は
な
い
。　

問　

多
く
の
園
児
、
児
童
や

生
徒
が
通
う
国
道
４
２
６
号

の
通
学
路
の
安
全
対
策
は
ど

う
か

答　

税
務
署
付
近
の
約
１
３

０
ｍ
区
間
で
歩
道
整
備
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
に

地
元
説
明
や
用
地
測
量
等
を

行
い
、
今
後
、
用
地
買
収
を

進
め
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
自
動
車
専
用

道
路
に
お
け
る
逆
走
な
ど
の

事
故
防
止
策
は

答　

高
齢
者
に
対
す
る
交
通

安
全
教
育
推
進
の
観
点
か
ら

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
講
座

等
の
機
会
を
活
用
す
る
な
ど

交
通
安
全
対
策
と
防
犯
活
動

を
一
体
的
に
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

片
側
１
車
線
と
な
る
北

近
畿
豊
岡
自
動
車
道
や
、
山

陰
近
畿
自
動
車
道
で
の
あ
お

り
運
転
等
に
よ
る
事
故
の
防

止
策
は
ど
う
か

答　

あ
お
り
運
転
は
、
そ
の

悪
質
性
、
危
険
性
、

迷
惑
性
は
高
く
、

兵
庫
県
警
も
取
り

締
ま
り
を
強
化
し

て
い
る
。
道
路
交

通
秩
序
維
持
の
観

点
か
ら
警
察
に
対

し
て
徹
底
し
た
取

り
締
ま
り
を
求
め

て
い
く
。

問　

追
い
越
し
車

線
と
は
別
に
車
両

待
避
所
の
設
置
が

必
要
で
は
な
い
か

答　

道
路
構
造
令

に
基
づ
き
一
定
の

距
離
区
間
で
整
備

さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

青山　憲司 議員
（ひかり）

井上　正治 議員
（とよおか市民クラブ）

交
通
安
全
対
策
の

　
　

充
実
を
求
め
る

教
育
環
境
向
上
と

　
　
　

専
門
職
大
学

通勤時間帯の病院下交差点の状況

1学年 1クラスの日高西中学校

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

30
年
度
か
ら
国
保
は
県

単
位
化
と
な
り
、
国
保
税
が

ど
う
変
わ
る
の
か
危
惧
す
る

中
で
の
条
例
改
正
と
な
っ
た
。

国
の
財
政
支
援
、
保
険
財
政

共
同
安
定
化
事
業
の
廃
止
、

前
年
度
繰
越
金
の
半
額
の
活

用
で
一
人
当
た
り
13
・
８
％

減
、
１
万
５
５
０
１
円
の
引

き
下
げ
と
な
っ
た
。
ほ
っ
と

し
た
気
分
だ
。
国
の
激
変
緩

和
の
支
援
は
、
国
民
と
地
方

自
治
体
の
た
た
か
い
で
実
現

し
た
が
、
７
年
だ
け
と
い
う
。

７
年
後
に
は
大
幅
な
引
き
上

げ
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

前
年
度
繰
越
金
は
28
年
・
29

年
度
に
国
保
税
を
多
く
も
ら

い
す
ぎ
た
結
果
で
は
な
い
の

か
。
繰
越
金
が
出
れ
ば
税
の

引
き
上
げ
を
抑
え
る
た
め
繰

り
入
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と

だ
。
県
単
位
化
の
評
価
は

答　

当
初
、
保
険
料
が
県
下

で
統
一
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
健
康
政
策
を

頑
張
り
医
療
費
を
抑
制
し
た

ま
ち
に
は
保
険
料
を
低
く
と

い
う
仕
組
み
を
県
が
採
用
し

た
こ
と
は
評
価
し
た
い
。
こ

の
仕
組
み
自
体
は
未
来
永
劫

続
け
ら
れ
る
べ
き
だ
。
基
金

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
も
ら

い
過
ぎ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
税
が
下
が
っ
て

い
る
と
き
に
基
金
を
使
う
こ

と
は
基
金
の
趣
旨
に
合
わ
な

い
。
合
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
有

害
で
あ
る
。

枯
れ
枝
落
下
に
よ
る

枯
れ
枝
落
下
に
よ
る

事
故
防
止
策
を
求
め
る

事
故
防
止
策
を
求
め
る

問　

「
枯
れ
た
木
の
枝
が
落

ち
、
車
や
民
家
に
被
害
が
生

じ
た
。」
と
市
に
補
償
を
求

め
ら
れ
た
事
例
が
８
件
あ
る
。

民
有
地
の
場
合
は
ど
の
程
度

掌
握
し
て
い
る
か

答　

市
道
沿
い
の
樹
木
は
、

樹
木
の
所
有
者
が
交
通
に
支

障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
。
市
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
や
要
望
に
よ
り

所
有
者
に
是
正
の
指
導
を
行

っ
て
い
る
。
民
間
の
所
有
地

で
も
緊
急
を
要
す
る
時
は
、

市
が
伐
採
等
を
行
う
こ
と
も

あ
る
。
29
年
度
は
、
32
件
処

理
を
し
て
い
る
。

問　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
は
、

こ
こ
数
年
に
観
光
の
状
況
が

劇
的
に
変
わ
り
時
代
に
合
っ

た
戦
略
策
定
が
必
要
に
な
っ

た
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

本
市
の
観
光
全
体
に
つ

い
て
基
本
的
な
理
念
や
取
り

組
み
の
方
向
性
を
示
す
も
の

が
な
か
っ
た
た
め
、
激
し
い

変
化
を
踏
ま
え
て
新
し
い
観

光
を
含
め
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
す
る
。

問　

大
阪
観
光
は
劇
的
に
変

わ
っ
て
お
り
、
市
の
観
光
戦

略
と
し
て
も
っ
と
積
極
的
に

行
動
し
な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

大
阪
を
訪
れ
る
１
千
万
人
を

超
す
外
国
人
に
対
し
て
の
考

え
方
は
ど
う
か

答　

訪
日
外
国
人
が
さ
ら
に

増
加
す
る
予
想
の
中
で
、
引

き
続
き
大
阪
観
光
局
、
関
西

観
光
本
部
な
ど
と
連
携
し
、

誘
客
に
力
を
い
れ
た
い
。

問　

大
阪
観
光
へ
の
戦
略
は

も
っ
と
や
れ
る
と
考
え
て
い

る
か

答　

豊
岡
は
フ

※

ァ
ー
ス
ト
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
は
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
ど
う
京
阪

神
と
セ
ッ
ト
で
来
て
い
た
だ

く
か
を
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て

い
く
。

問　

事
業
承
継
問
題
は
人
口

減
少
、
地
域
経
済
問
題
と
し

て
切
っ
て
も
切
れ
な
い
大
き

な
問
題
と
考
え
る
が
、
事
業

承
継
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か

答　

個
々
の
事
業
者
の
継
続

や
廃
業
に
関
し
て
市
が
立
ち

入
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
金

融
機
関
等
と
連
携
し
引
き
続

き
支
援
す
る
。

問　

２
０
２
５
年
に
は
６
５

０
万
人
の
雇
用
、
22
兆
円
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
失
わ
れ
る
中
で
、

地
域
経
済
を
守
る
戦
略
を
必

死
に
な
っ
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か

答　

地
域
経
済
に
と
っ

て
も
事
業
承
継
問
題
は

大
き
な
課
題
と
捉
え
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
の
中
で
、
事
業

承
継
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
国
の
動
き
を
見
な

が
ら
創
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
で
も
研
究

し
て
い
く
。

村岡　峰男 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

国
保
税
の
引
き
下
げ
は
、

１
年
限
り
に
す
る
な

田中藤一郎 議員
（新風とよおか）

「
大
廃
業
時
代
」

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
！

戦略経営者2018年1月号から転載

危険です！  市道をおおう樹木

※
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は　

最
初
の
旅
行
目
的
地

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市 政 を 問 う



Q4 市議会のことをどのような
方法で知りますか？（複数回答可）

Q6
今後、「議会だより」で
取り上げてほしい内容は
何ですか？

Q3 紙面の文字の大きさは？

Q5 よく読んでいる記事は
どれですか？（３つまで回答可）

もう少し
詳しく分析すると…

ほぼ４分の３の方がちょうど
良いと回答。　　　　　　　
しかし、20代、30代で小さい

と回答された方の割合が
高くなっています。

・各議員の日頃の活動状況や議会閉会時の
議員活動

・議員の一日または一月の活動スケジュール
・各会派の活動状況や政務活動費の使い道
など

・議会改革の取組状況
・意見書、請願、陳情の審査の経過、継続
審査の意見や賛否の主旨など

・代表質問、一般質問の内容を詳しく
・問いに対して答えがあいまいなのでもっ
と詳しく

・議員提案等、積極的に市政に関わる姿

※市の事務事業への要望や指摘事項（教育、芸術文化、
雇用、空き家、過疎化、コバス、水道、バス路線、未
来ビジョン、福祉、防災、ごみ回収、地域コミュニティ
など）は市の担当部局へお伝えします。

0

20

40

60

80

100

0

10

20
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40
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60

70

80

5人
（4％）

豊岡74人（60.2％）

毎号読んでいる
59人（48％）

ちょうど良い
90人（73.2％）
ちょうど良い
90人（73.2％）
ちょうど良い
90人（73.2％）

小さい
29人

（23.6％）

小さい
29人

（23.6％）

小さい
29人

（23.6％）

不明
4人

（3.2％）

不明
4人

（3.2％）

不明
4人

（3.2％）

議会だよりを見る
108人（62％）
議会だよりを見る
108人（62％）
議会だよりを見る
108人（62％）

その他
6人（3.5％）

その他
6人（3.5％）

その他
6人（3.5％）

議員から聞く
18人（10.4％）
議員から聞く
18人（10.4％）
議員から聞く
18人（10.4％）

インターネット中継、
録画配信を見る
23人（13.2％）

インターネット中継、
録画配信を見る
23人（13.2％）

インターネット中継、
録画配信を見る
23人（13.2％）

議会を傍聴する
5人（2.9％）
議会を傍聴する
5人（2.9％）
議会を傍聴する
5人（2.9％）

市ホームページを見る
14人（8％）

市ホームページを見る
14人（8％）

市ホームページを見る
14人（8％）

ちょうど良い
93人（75.6％）

多い
6人（5％）

少し多い
16人（13％）

不明
4人（3.2％）

少ない
4人（3.2％）

だいたい
読んでいる
46人（37.4％）

読まない
ことが多い

11人（8.9％）

ほとんど
読まない

6人（4.9％）

不明
1人（0.8％）

日高23人（18.7％）

城崎2人（1.6％） 竹野9人（7.3％） 出石7人
（5.7％）

但東5人
（4.1％） その他1人

（0.8％）

不明2人
（1.6％）

6人
（4.9％）

13人
（10.6％）

21人
（17％）

32人
（26％） 31人

（25.2％）

13人
（10.6％） 男性75人

（61％）

女性39人
（31.7％）

不明9人
（7.3％）

2人
（1.6％）

人

％

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

　大きい　　　　ちょうど良い　　　　小さい
　不明

2人
（40％） 2人

（33.3％）

3人
（50％）

1人
（16.7％）

2人
（15.4％）

1人
（4.8％）

5人
（23.8％）

5人
（15.7％）

27人
（84.3％）

24人
（77.4％）

6人
（19.4％） 5人

（38.5％）

8人
（61.5％）

1人
（3.2％）

15人
（71.4％）

11人
（84.6％）

3人
（60％）

1人
（4.8％）

1人
（3.2％）

1人
（3.2％）

1人
（7.7％）

定
例
会
の
日
程

市
民
団
体
等
と
の
懇
談
会
記
事

議
会
報
告
会
記
事

各
委
員
会
の
抱
負
と
課
題

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス（
視
察
の
受
け
入
れ
状
況
）

各
委
員
会
視
察
報
告

編
集
後
記

市
議
会
Ｑ
＆
Ａ（
政
務
活
動
費
の
使
い
道
な
ど
）

ま
ち
のSm

ile &
 G

enki（
写
真
コ
ー
ナ
ー
）

意
見
書
・
請
願
・
陳
情

議
案
の
審
議
状
況（
定
例
会
報
告
）

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
?!
定
例
会
の
委
員
会
意
見
と
当
局
回
答

市
政
を
問
う（
代
表
質
問
・
一
般
質
問
）

「市政を問う（代表質問・一般質問）」
を今後の広報紙づくりに生かすため、読者アンケートを実施しました。

 その後の経過も関心が高い

78人78人78人

37人37人37人
32人32人32人

47人47人47人

21人21人21人

2人2人2人

11人11人11人
6人6人6人

20人20人20人

5人5人5人6人6人6人 5人5人5人 3人3人3人
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Q1 「議会だより」を
   読んでいますか？

Q2 広報紙のページ数は？

もう少し詳しく分析すると…
ほぼ半数の方が毎号読んでいると回答されてい
ます。20代、30代、40代では毎号読んでいる
方の割合は20～30％。年齢が上がるに連れて
その割合が高くなっており、70代では54.8％、
80代では84.6％となっています。

0 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 不明

5

10

15

20

25

30

35

0 20 40 60 80 100

0

20

40

60

80

100

〇アンケートの実施方法　・「議会だより」５月号にハガキ形式のアンケート用紙を載せて全戸配布
　　　　　　　　　　　　・５月25日～６月20日の間に、郵送により回答　　　・回答者数　123人

■回答者の年齢

■年齢別に見た割合

■回答者の居住地

■回答者の性別

5人
（4％）
5人

（4％）
5人

（4％）

豊岡74人（60.2％）豊岡74人（60.2％）豊岡74人（60.2％）

毎号読んでいる
59人（48％）
毎号読んでいる
59人（48％）
毎号読んでいる
59人（48％）

ちょうど良い
90人（73.2％）

小さい
29人

（23.6％）

不明
4人

（3.2％）

議会だよりを見る
108人（62％）

その他
6人（3.5％）

議員から聞く
18人（10.4％）

インターネット中継、
録画配信を見る
23人（13.2％）

議会を傍聴する
5人（2.9％）

市ホームページを見る
14人（8％）

ちょうど良い
93人（75.6％）
ちょうど良い

93人（75.6％）
ちょうど良い

93人（75.6％）

多い
6人（5％）
多い
6人（5％）
多い
6人（5％）

少し多い
16人（13％）
少し多い

16人（13％）
少し多い

16人（13％）

不明
4人（3.2％）
不明
4人（3.2％）
不明
4人（3.2％）

少ない
4人（3.2％）

少ない
4人（3.2％）

少ない
4人（3.2％）

だいたい
読んでいる
46人（37.4％）

だいたい
読んでいる
46人（37.4％）

だいたい
読んでいる
46人（37.4％）

読まない
ことが多い

11人（8.9％）

読まない
ことが多い

11人（8.9％）

読まない
ことが多い

11人（8.9％）

ほとんど
読まない

6人（4.9％）

ほとんど
読まない

6人（4.9％）

ほとんど
読まない

6人（4.9％）

不明
1人（0.8％）
不明
1人（0.8％）
不明
1人（0.8％）

日高23人（18.7％）日高23人（18.7％）日高23人（18.7％）

城崎2人（1.6％）城崎2人（1.6％）城崎2人（1.6％） 竹野9人（7.3％）竹野9人（7.3％）竹野9人（7.3％） 出石7人
（5.7％）
出石7人
（5.7％）
出石7人
（5.7％）

但東5人
（4.1％）
但東5人
（4.1％）
但東5人
（4.1％） その他1人

（0.8％）
その他1人
（0.8％）
その他1人
（0.8％）

不明2人
（1.6％）
不明2人
（1.6％）
不明2人
（1.6％）

6人
（4.9％）

6人
（4.9％）

6人
（4.9％）

13人
（10.6％）

13人
（10.6％）

13人
（10.6％）

21人
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（17％）
21人

（17％）

32人
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32人

（26％）
32人

（26％） 31人
（25.2％）

31人
（25.2％）

31人
（25.2％）

13人
（10.6％）

13人
（10.6％）

13人
（10.6％） 男性75人

（61％）
男性75人
（61％）
男性75人
（61％）

女性39人
（31.7％）
女性39人
（31.7％）
女性39人
（31.7％）

不明9人
（7.3％）
不明9人
（7.3％）
不明9人
（7.3％）

2人
（1.6％）

2人
（1.6％）

2人
（1.6％）

人

％

％

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上
　毎号読んでいる　　　　　だいたい読んでいる　　　読まないことが多い
　ほとんど読まない　　　　不明

1人
（20％）

3人
（60％）

1人
（20％） 2人

（33.3％）

1人
（16.7％）

1人
（16.7％）

2人
（33.3％） 3人

（23％）

11人
（52.4％）

8人
（38％）

1人
（4.8％）

1人
（4.8％）

1人
（4.8％）

2人
（6.4％）

1人
（3.2％）

1人
（3.2％）

1人
（3.2％）

1人
（3.2％）

1人
（3.2％）

1人
（3.2％）

2人
（15.4％）

11人
（84.6％）

16人
（50％）

13人
（40.4％）

1人
（3.2％）

12人
（38.7％）

17人
（54.9％）

1人
（4.8％）

4人
（30.8％）

5人
（38.5％）

1人
（7.7％）

1人
（7.7％）

1人
（7.7％）

特　集
議会だより

よく読まれている記事は、
読みやすく、親しみやすい紙面づくりを目指しており、市民のみなさんのご意見　　
ご協力いただきましたみなさん、ありがとうございました。

議案の審議状況や  

78人

37人
32人

47人

21人

2人

11人
6人

20人

5人6人 5人 3人
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　アンケートに、市民のみなさんから「議会だより」に対する自由なご意見・ご感想を書い
ていただく欄を設けました。
　アンケートにご回答いただいた方は123人、そのうちこのご意見・ご感想欄に記入され
た方は38人（31％）でした。

紙面の都合上、ご意見・ご感想を要約し
ています。ご了解ください。

Q7 「議会だより」に対するご意見やご感想

特　集
議会だより

紙面の内容できびしいご指摘を
いただきました

・問いよりも答えを詳しく、議員の質問主旨は表題で分か
る。質問者一覧は不要。

・内容の充実を。広く浅くではなく、これからの時代を担
う若者とが豊岡を語り合えるような場を。

・茶席の写真は議会広報で取り上げるものか。市広報です
べき内容では。

・少しかたぐるしいので、もう少しソフトな表現を。
・まちのSmile&Genkiは市広報と重なり、不要。
・写真が多く、大きすぎないか。まちのSmile＆Genkiは
必要か。議会だよりは粛々と議会の状況を伝えることが
本旨のはず。

・広報、議会だよりの紙質が上等過ぎる。経費節減の意識
が感じられない。

・「議会だより」の紙はもっと薄くてもよい。経費のムダ。
※アンケートの対象となった５月号は、最終ページにアンケートハ
ガキを印刷したため、表紙と最終ページは他のページに比べて厚
紙を使用しています。

議会や議員活動への期待、苦情もありました
・市民の代表として、活発な活動を期待している。
・各方面に出向いて各戸各人の意見を聞くことが全くない。情け
ない。

・議員はもっと地元住民とふれ合うべき、その声を吸い上げ論議
すべき。

・市民のための議員活動ができていない。市民のための運動をす
べき。

・市政を市民本位のものに。議会制民主主義は数の力かもしれな
いが、議員個人の力がまずはじめ。

・一人一人の議員が何をしているのかわかる。人のため世のため
に市民のためにがんばってほしい。期待している。

・大開通りでは人の往来が見られず、さびしさを感じる。議会に
おいての取り組みなどを示してほしい。

・地方議会は市長のチェック機関をしている。議員による市長へ
の叱責は多くの市民の声を代弁するものであり、拍手を送る。

こんな感想もありました
・議会のことは、議会だよりで学んでい
る。

・大きな字の部分だけ目を通す。穏やかな
豊岡市でありますように。

・難しい話のあとに編集後記を読むとホッ
とするとともに編集のご苦労が見えてく
る。とても楽しみにしている。一般の住
民にわかりやすく問いかけてもらってい
るようだ。身近に感じる写真がうれし
い。

・議会だよりは、すべて読んでいる。毎号
楽しみながら、現況を知ろうとしてい
る。傍聴に行けないので、充実した議会
だよりを頼みます。

・毎度詳細な議会の様子を読ませていただ
いている。

・毎号楽しみにして読んでいる。

読みやすさなど評価も
いただいています

・議会の活動がわかりやすくなった。今後も、編
集の充実を。

・インパクトがあって、写真構成がよい。次回が
待ち遠しい。

・全体を通して読みやすさを感じる。表紙の写真
がインパクトがあり、毎号楽しみにしている。

・写真やイラストなどでわかりやすくなった。私
たちのくらしと健康のために頑張っている議員
の奮闘を。

・旧豊岡市に比べ、質量ともに格段の前進であ
る。議員自らの編集であれば賞賛に値する。写
真の編集、掲載は一考願いたいが、反省、改善
を志向されており、評価したい。

内容についてご提言もありました
・議員に親しみが持てるよう趣味、好きな食べ
物、愛読書、小さい頃なりたかった職業、座
右の銘等を載せてほしい。

・市民（読者）の声の欄を作ればよい。内容に
新鮮味が出ると思う。

・市政、市長が実施した良い点・活動も取り上
げてほしい。

とよおかし議会だより　2018.8.25 ○16
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但
馬
地
域
県
立
高
校
の
生
徒
募
集
見
直
し
に
関
す

る
意
見
書　

  

審
議
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

但
馬
地
域
の
県
立
高
校
全
日
制
普
通

科
は
、
中
学
校
卒
業
者
数
を
も
と
に

南
但
・
北
但
の
学
級
数
で
調
整
さ
れ

て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
教
育
の
質
の
保
持
、

人
材
の
育
成
と
い
う
視
点
で
、
特
色
あ
る
市

内
の
普
通
科
２
校
の
学
級
数
、
教
員
数
は
現

状
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

①
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
を
望
む
子
ど

も
た
ち
の
割
合
は
増
え
て
お
り
、
市
内
普

通
科
高
校
の
入
学
定
員
、
教
員
数
、
学
級

数
は
減
ら
さ
な
い
こ
と
。

②
生
徒
が
ど
う
い
う
学
校
に
行
き
た
い
か

十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
。

③
地
域
に
お
け
る
高
校
の
存
在
意
義
を
十

分
に
考
慮
し
、
生
徒
に
と
っ
て
特
色
と
魅

力
あ
る
高
校
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る

意
見
書　
　
　
審
議
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

教
育
の
機
会
均
等
と
義
務
教
育
水
準

の
維
持
向
上
は
国
の
責
務
で
あ
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
割
合
が
２
分

の
１
か
ら
３
分
の
１
に
縮
小
さ
れ
、
地
方
交

付
税
に
依
存
す
る
度
合
い
が
高
ま
っ
た
。
教

育
水
準
の
確
保
や
地
方
財
政
を
圧
迫
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
国
庫
負
担
金
を
削
減
す
べ
き

で
な
い
。

①
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す

る
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
関
す
る

意
見
書　
　

 

審
議
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を
保
障

す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ

り
、
教
材
研
究
や
授
業
準
備
の
時
間

を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

教
職
員
の
長
時
間
労
働
是
正
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
教
職
員
定
数
改
善
は

欠
か
せ
な
い
。

①
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保

を
は
か
り
、
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ

と
。

②
教
育
予
算
充
実
の
た
め
、
地
方
交
付
税

を
含
む
国
の
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
の
誘
致
に
関
す
る

決
議　
　
　

審
議
結
果　

賛
成
多
数
で
可
決

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ

ン
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
国
際
博
覧
会

は
、
新
た
な
産
業
や
観
光
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
経
済
効
果
な
ど
、
極
め

て
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
豊
岡
市
議
会
は
、

国
際
博
覧
会
の
開
催
を
支
持
す
る
と
と
も
に
、

誘
致
実
現
に
向
け
た
国
内
機
運
の
醸
成
な
ど
、

国
や
大
阪
府
市
な
ど
と
共
に
必
要
な
取
り
組

み
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

本
会
議
で
の
採
決

　

提
案
に
対
し
、
会
派
「
日
本
共
産
党
・
あ

お
ぞ
ら
豊
岡
市
会
議
員
団
」
議
員
よ
り
反
対

討
論
が
、
会
派
「
新
風
と
よ
お
か
」
議
員
よ

り
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
た
。
起
立
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

平
成
29
年
陳
情
第
５
号　

ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
存
続
検

討
に
関
す
る
陳
情
書　
　

審
議
結
果　

不
採
択

提
出
者

ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
を
愛
す
る
会

　
　
　
　
　

  

代
表　

坪
井　

豊
志
ほ
か
３
名

「
専
門
家
の
協
力
を
得
る
、
対
話
を

図
る
な
ど
の
陳
情
趣
旨
は
概
ね
達
成

さ
れ
た
。
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
、
市
民
会

館
の
改
修
に
は
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
、

両
館
の
機
能
を
統
合
す
る
形
で
新
文
化
会
館

を
計
画
す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
」
、
「
市

民
の
意
見
を
聴
く
こ
と
な
く
一
方
的
に
廃
止

の
方
向
が
示
さ
れ
た
。
対
話
の
推
進
を
図
り
、

当
分
の
間
使
用
を
求
め
る
陳
情
は
採
択
す
べ

き
だ
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
賛
成
少
数

に
よ
り
不
採
択
と
決
定
し
た
。

本
会
議
で
の
採
決

　

委
員
長
報
告
に
対
し
、
会
派
「
日
本
共
産

党
・
あ
お
ぞ
ら
豊
岡
市
会
議
員
団
」
議
員
よ

り
反
対
討
論
が
、
会
派
「
と
よ
お
か
市
民
ク

ラ
ブ
」
議
員
よ
り
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
た
。

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
委
員

長
報
告
の
と
お
り
不
採
択
と
な
っ
た
。

陳
情
第
２
号　

出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー

ル
使
用
に
関
す
る
陳
情
書

審
議
結
果　

委
員
会
は
採
択

本
会
議
で
は
継
続
審
査　

 
提
出
者

女
性
合
唱
団
カ
モ
ミ
ー
ル

　
　
　
　
　

  
代
表　

小
西　

洋
子

「
利
用
者
の
安
全
を
確
保
で
き
な
い

状
況
の
中
、
使
用
を
続
け
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
」
、
「
最
低
限
の
安
全

対
策
に
配
慮
し
な
が
ら
、
継
続
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
に
よ
り
採
択
と
決
定
し
た
。

本
会
議
で
の
採
決

　

委
員
長
報
告
に
対
し
、
会
派
「
豊
岡
市
議

会
公
明
党
」
議
員
よ
り
継
続
審
査
を
求
め
る

動
議
が
提
出
さ
れ
、
会
派
「
日
本
共
産
党
・

あ
お
ぞ
ら
豊
岡
市
会
議
員
団
」
議
員
の
反
対

討
論
の
後
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

に
よ
り
継
続
審
査
と
決
定
し
た
。

陳
情
第
３
号　

宅
地
開
発
に
関
す
る
陳
情
書

審
議
結
果　

不
採
択

提
出
者

豊
岡
市
下
陰
５
８
６

　
　
　
　
　

  

下
陰
区
長　

西
村　

充
春

「
地
区
住
民
の
心
情
は
十
分
理
解
で

き
る
が
、
宅
地
開
発
の
許
可
は
条
例

に
基
づ
い
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
申

請
手
続
き
が
適
正
で
あ
れ
ば
不
許
可
に
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
出
る
な

ど
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
不

採
択
と
し
た
。
な
お
、
住
民
の
陳
情
を
市
と

し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、
現
地
の
地
理
的
状

況
を
確
認
、
把
握
し
た
上
で
、
適
正
に
処
理

す
る
必
要
が
あ
る
旨
の
意
見
及
び
要
望
を
付

け
た
。

請
願
第
１
号　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
に
関
す
る
件　
　

審
議
結
果　

み
な
し
採
択

提
出
者

豊
岡
市
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　

  

執
行
委
員
長　

藤
本　

丈
永

請
願
第
２
号　

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の

確
保
に
関
す
る
件　

審
議
結
果　

み
な
し
採
択

提
出
者

豊
岡
市
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　

  

執
行
委
員
長　

藤
本　

丈
永

意　

見　

書

決　
　
　

議　

請　
　
　

願

陳　
　
　

情

意見書・決議・陳情・請願
意見書の
要　　旨

意見書の
要　　旨

意見書の
要　　旨

決 議 の
要　　旨

委員長報
告の要旨

委員長報
告の要旨

委員長報
告の要旨
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市
民
や
職
員
の
痛
み
を
伴
う

財
政
再
建
プ
ラ
ン
の
推
進
（
北
海
道
小
樽
市
）

　

急
激
な
人
口
減
少
、
歳
入
歳
出
の
不
均
衡
な
ど
か
ら
財

政
悪
化
を
招
い
た
。
職
員
数
抑
制
、
給
与
報
酬
の
削
減
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
受
益
者
負
担
の
引
き
上
げ
な
ど
の

財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
だ
。

協
働
に
よ
り
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

生
か
し
た
移
住
推
進
（
北
海
道
小
樽
市
）

　

民
間
団
体
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
下
で
は
あ
っ
た
が
、
早
い
時
期
か
ら
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
施
設
の
利
用
、

大
都
市
圏
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
。

ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

賑
わ
い
づ
く
り
（
北
海
道
苫
小
牧
市
）

　

大
規
模
集
客
施
設
が
郊
外
へ
立
地
し
た
こ
と
、
ま
ち
な

か
の
居
住
人
口
が
急
激
に
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
中

心
市
街
地
が
さ
び
れ
、
閉
鎖
さ
れ
た
大
型
商
業
施
設
や
老

朽
化
し
た
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
駅
周
辺
に

今
な
お
残
る
。

　

駅
に
交
流
拠
点
施

設
を
設
置
し
、
市
民

の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る

メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど

を
進
め
介
護
施
設
や

憩
い
の
場
を
併
設
す

る
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
へ
若
者
の
参
画
を

促
し
、
ま
ち
な
か
の

賑
わ
い
の
創
出
に
成

功
し
つ
つ
あ
る
。

若
者
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
（
北
海
道
札
幌
市
）

　

22
年
度
に
社
会
的

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
、
若
者
同
士
の
交

流
、
社
会
参
加
の
３

つ
の
視
点
で
若
者
の

活
動
支
援
と
実
践
す

る
施
設
と
し
て
設
置

さ
れ
た
。
若
者
の
自

立
支
援
に
つ
い
て
は
、

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
お
よ
び
最
適
な
機

関
へ
の
橋
渡
し
や
、

引
き
こ
も
り
と
呼
ば

れ
る
39
歳
以
下
の
相

談
窓
口
を
設
け
、
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
な
が
ら
就
職
決
定
か
ら
定
着
・
安

定
的
な
就
労
ま
で
の
社
会
的
自
立
を
支
援
し
て
い
る
。
本

市
の
若
者
施
策
に
反
映
さ
せ
た
い
。

演
劇
手
法
を
用
い
た
学
校
教
育
の
推
進

（
北
海
道
富
良
野
市
）

　

富
良
野
塾
は
、
倉
本
聰
氏
が
20
年
以
上
前
に
開
設
し
、

そ
の
Ｏ
Ｂ
が
地
元
に
残
り
、
演
劇
活
動
を
続
け
て
い
る
こ

と
を
市
の
貴
重
な
教
育
資
源
と
し
て
位
置
付
け
、
学
校
教

育
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
小
中
学
校
を
対
象
に
塾
生
Ｏ

Ｂ
が
演
劇
指
導
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
自
己
表
現
力
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
国
語
の
読
解
力
の
向
上
や
思

い
や
り
・
感
謝
の
心
も
育
み
、
い
じ
め
も
無
く
心
の
教
育

に
も
成
果
が
現
れ
て
い
る
と
聞
い
た
。
本
市
の
課
題
を
新

た
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

特
産
振
興
と
観
光
行
政
（
鹿
児
島
県
指い

ぶ

宿す
き

市
）

　

観
光
と
農
水
産
業
の
町
、
砂
蒸
し
温
泉
は
特
に
有
名
で

あ
る
。
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
オ
ク
ラ
・
さ
つ
ま
芋
な
ど

の
栽
培
、
鰹
の
水
揚
げ
、
特
に
鰹
節
は
国
内
の
３
割
を
生

産
し
て
い
る
。
南
鹿
児
島
の
近
隣
市
町
が
一
体
と
な
っ
て

国
内
外
へ
誘
客
販
売
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
行
っ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み

（
鹿
児
島
県
日
置
市
）

　

歴
史
や
自
然
と
の
調
和
を
活
か
し
、
効
率
的
で
収
益
性

の
高
い
営
農
の
確
立
を
実
現
し
、
市
内
12
か
所
の
有
人
販

売
は
年
商
20
億
円
。
平
成
25
年
か
ら
オ
リ
ー
ブ
の
６
次
産

業
化
に
取
り
組
み
、
市
が
栽
培
・
生
産
を
、
専
門
商
社
が

加
工
・
販
売
を
担
う
。
農
家
民
宿
は
修
学
旅
行
も
受
け
入

れ
て
い
る
。

宮
崎
牛
の
取
り
組
み
（
宮
崎
県
）

　

宮
崎
県
は
５
年
に
一
度
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
、

３
大
会
連
続
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　

口こ
う

蹄て
い

疫え
き

と
の
闘
い
を
乗
り
越
え
、
「
日
本
一
の
努
力
と

準
備
」
を
合
言
葉
に
、
全
県
一
丸
の
取
り
組
み
に
よ
り
平

成
29
年
に
４
回
目
の
日
本
一
に
輝
い
た
。
全
県
一
丸
の
宮

崎
牛
に
対
す
る
意
気
込
み
を
強
く
感
じ
た
。

ＪＲ苫小牧駅の交流拠点施設「ココトマ」

札幌市若者支援センターの取り組みを聴く委員

文
教
民
生
委
員
会（
５
月
17
日
〜
19
日
）

宮崎県庁の前で

総
務
委
員
会（
５
月
７
日
〜
９
日
）

建
設
経
済
委
員
会（
５
月
８
日
〜
10
日
）
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第
31
回
近
畿
市
町
村
広
報
紙
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

（
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
・
イ
ン
テ
シ
オ
ビ
ル
）

　

「
読
み
た
く
な
る
」
広
報
紙
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ん
だ
。
近
畿
地
区
等
の
市
町
村
か
ら
の
参
加
で
あ
る
た
め
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
素
晴
ら
し
い
広
報
紙
が
勢
ぞ
ろ

い
し
て
い
た
。

　

講
義
「
特
集
記
事
の
取
材
と
書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
で

は
、
次
の
４
点
を
学
ん
だ
。
①
広
報
紙
づ
く
り
で
大
事
な

こ
と
は
何
か
を
決
め
、
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
。
②
市
民
目
線
に

立
っ
て
作
り
、
読
み
手
は

市
民
で
あ
る
こ
と
。
③
取

材
は
、
具
体
性
を
求
め
、

記
事
は
20
行
に
ひ
と
つ

「
え
っ
、
へ
え
〜
」
を
盛

り
込
む
こ
と
。
④
署
名
や

イ
ニ
シ
ャ
ル
を
入
れ
た
書

き
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

校
閲
、
校
正
で
は
、
全

受
講
者
に
校
正
を
要
す
る

箇
所
探
し
の
課
題
も
出
さ

れ
、
広
い
知
識
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
。

〝
伝
わ
る
〞
文
章
の
書
き

方
、
写
真
の
撮
り
方
な
ど

大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
「
読
み
た
く

な
る
」
広
報
紙
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

神か
み

山や
ま

の
ま
ち
づ
く
り
と
創
造
的
過
疎
対
策

（
徳
島
県
神
山
町
）

　

神
山
町
は
相
次
ぐ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
等
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
開
設
で
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
地
元
の

小
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
青
い
目
の
人
形
」
と
い
う

地
元
の
資
産
に
着
目
し
、
そ
の
送
り
主
探
し
か
ら
国
際
交

流
へ
と
発
展
さ
せ
、
国
内
外
か
ら
芸
術
家
の
滞
在
を
促
し

「
人
を
つ
な
げ
」
、
「
人
の
輪
を
広
げ
る
」
こ
と
で
多
彩

な
人
材
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。
活
動
の
中
心
を
担
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
が
取
り
組
む
神
山
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
過
疎
の
町
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ま
ち
に

変
え
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
（
岡
山
県
奈
義
町
）

　

「
こ
の
ま
ち
は
、
自
然
と
ア
ー
ト
で
で
き
て
い
る
」
そ

ん
な
ま
ち
づ
く
り
と
、
奈
義
町
子
育
て
応
援
宣
言
に
よ
る

徹
底
し
た
子
育
て
支
援
策
は
、
多
く
の
子
育
て
世
代
を

呼
び
込
み
、
移

住
定
住
に
大
き

な
成
果
を
出
し

て
い
る
。
ア
ー

ト
を
軸
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
と

き
め
細
か
な
子

育
て
支
援
が
住

民
と
行
政
の
近

い
関
係
の
中
で

実
施
さ
れ
て
お

り
、
「
子
育
て

す
る
な
ら
奈
義

町
で
」
と
い
う

雰
囲
気
と
評
価

を
生
ん
で
い
る
。

防
災
行
政
無
線
の
活
用
（
福
井
県
勝
山
市
）

　

災
害
な
ど
の
非
常
時

に
緊
急
放
送
を
伝
達
す

る
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス

テ
ム
で
、
親
局
が
市
役

所
で
子
局
は
、
市
指
定

避
難
所
を
中
心
と
し
て

市
内
63
か
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。
勝
山
市
は
、

防
災
行
政
無
線
に
全
て

を
頼
る
わ
け
で
は
な
く
、

有
力
な
情
報
伝
達
手
段

の
一
つ
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
電
波
や
風
雨
の

関
係
で
市
内
全
地
域
に

放
送
は
入
ら
な
い
た
め
、

携
帯
電
話
を
利
用
し
た

勝
山
市
緊
急
メ
ー
ル
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
進

し
て
い
る
。

平
成
30
年
豪
雪
（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）

　

２
月
４
日
か
ら
の
大
雪
に
よ
り
、
５
日
、
23
時
40
分
に

北
陸
自
動
車
道
が
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
国

道
８
号
の
交
通
量
が
増
加
し
、
坂
井
市
〜
あ
わ
ら
市
の
10

㎞
区
間
で
車
約
１
５
０
０
台
が
立
ち
往
生
す
る
事
態
が
生

じ
た
。

　

県
は
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
自
衛
隊
、
国
交
省
、

市
、
業
者
が
懸
命
に
除
雪
作
業
を
行
っ
た
が
、
国
道
８
号

の
立
ち
往
生
は
９
日
未
明
ま
で
続
い
た
。

　

こ
の
体
験
か
ら
、「
雪
に
強
い
国
道
８
号
の
整
備
促
進
」

と
し
て
、
あ
わ
ら
市
笹
岡
か
ら
坂
井
市
丸
岡
町
間
５
・
４

㎞
の
４
車
線
化
を
要
望
し
て
い
る
。

読まれる紙面作り、〝伝わる〟写真の撮り方、選び方等を学ぶ

奈義町議会議長といっしょに

勝山市役所で熱心に説明を聞く委員

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会（
７
月
19
日・20
日
）

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会（
７
月
11
日・12
日
）

人
口
減
少
対
策
等
調
査
特
別
委
員
会（
７
月
11
日・12
日
）



8月23日㈭
 24日㈮
 25日㈯
 26日㈰
 27日㈪
 28日㈫
 29日㈬
 30日㈭
 31日㈮
9月 1日㈯
 2日㈰
 3日㈪
 4日㈫
 5日㈬
 6日㈭
 7日㈮
 8日㈯
 9日㈰
 10日㈪
 11日㈫
 12日㈬

議会運営委員会

定例会（開会日）

質疑・質問通告〆切

一般質問
一般質問
一般質問

9月定例会のお知らせ（8/31～9/28開催予定）8月31日㈮  9時30分開会
■
申
込
み
・
問
合
せ
／豊岡

市
議
会
事
務
局　

☎
０
７
９
６

－

 23

－

１
１
１
９

①
定
例
会
（
一
般
質
問
）
終
了
後
に
開
催
し
ま
す
。

②
総
務
、
文
教
民
生
、
建
設
経
済
の
３
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

③
議
会
広
報
広
聴
、
人
口
減
少
対
策
等
調
査
、
防
災
対
策
調
査
の
３
特
別
委

員
会
は
、
予
算
決
算
委
員
会
終
了
後
ま
た
は
午
後
１
時
か
ら
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

定
例
会
は
議
場
・
委
員
会
室
で
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

一
時
保
育
（
無
料
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
１
週
間
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

9月 13日㈭
 14日㈮
 15日㈯
 16日㈰
 17日㈪
 18日㈫
 19日㈬
 20日㈭
 21日㈮
 22日㈯
 23日㈰
 24日㈪
 25日㈫
 26日㈬
 27日㈭
 28日㈮
 29日㈯
 30日㈰

一般質問／予算決算委員会審査①

（敬老の日）
委員会審査（常任委員会）／分科会審査②委員会審査（常任委員会）／分科会審査②

（秋分の日）
（振替休日）

予算決算委員会審査／委員会審査（特別委員会）③

定例会（閉会日）
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人口減少等が激しい地区の視察（豊岡市内）
　人口減少が激しい地区、10代の若者の数が大きく
減少している地区など10地区を視察した。その地
区の戸数、住民活動、公共交通・空き家の状況等
を、同行の市職員や地元委員から説明を受けた。行
く先々では耕作放棄地が目立ち、危険空き家があり、
スクールバスの停留所にさえもかなりの距離を歩か
ねばならないなど、生活環境の厳しさを目の当たり
にした。そこには厳然と住民が生活し、暮らしがあ
る。その住民の生活・暮らしをどのように守ってい
くのか行政に突き付けられた課題を再認識した視察
であった。
　視察を終えた委員からは、市の面積の広大さを再
認識する中で現場を見て回ることの重要性、放棄田
対策の重要性、消滅しそうな地域をどう残していけ
るのか、他人事
と思わず取り組
みを進めること
の重要性などを
実感したという
意見が出された。
これらを今後の
委員会での議論
に生かしていき
たい。

土砂災害を防ぐ砂防堰
えん

堤
てい

（ダム）の取り組み
（豊岡市日高町）
　市の面積約700㎢の内、
林野面積は約550㎢と約8
割を占めている。
地形的にも急峻な渓流箇
所が多く、土石流の危険
性が高いところも点在し
ている。
　兵庫県施行の、日高町
の砂防堰堤工事箇所と設置必要箇所の２か所を視察
した。
　工事箇所の羽

は

尻
じり

地内を流れる細
ほそ

作
さく

川
がわ

は土石流危険
渓流で、土石流の被害想定区域には人家、公民館、
県道耀

かが

山
やま

日高線が存在。渓流内は急峻な地形で荒廃
が進んでおり、土砂流出の危険性が高いことから、
地域住民の生命・財産を守るため、砂防堰堤により
土砂災害対策を実施している。　
　夏

なつ
栗
くり
谷
たに
川
がわ
要望箇所は、転石や倒木等が多く、流域

の荒廃が著しいため、今後の降雨で土石流の発生に
より人家、市道等に被害の恐れがあるため、一日も
早い工事が待たれる。
　今後も地域住民の要望等を聞き、危険な箇所の対
策を行い、災害に強い豊岡市を目指し活動していき
たい。

防災対策調査特別委員会（6月25日） 人口減少対策等調査特別委員会（５月30日）

目立つ耕作放棄地

砂防堰堤工事について
説明を受ける委員
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懇談会・意見交換会 報告

地域コミュニティ代表者と懇談
　平成29年４月に公民館からコミュニティセンター
に移行した。人口減少、少子高齢化対策として、行政
主導により地域振興、防災、福祉などさまざまな地域

課題を解決するための住民自治の拠点施設として位置
付けられ推進が図られている。新組織が発足し丸1年
が経過したが、市が描くビジョンに対して、現状と課
題、特徴的な取り組みについて現場の声を直接聞くた
めに、29地区の会長、代表者との懇談会を開催し
た。
　現状の取り組みとしては、今までの公民館活動・事
業の継承がほとんどであるが、中には若者を巻き込ん
で工夫しながら展開している組織もあった。防災・福
祉については、防災リーダーの育成や講演会などの取
り組みにとどまっている。
　課題としては、交付金の見直し、地域マネージャー
の育成と対象年齢の引き上げ、休館日の変更ほか。コ
ミュニティと自治とは別物、これからの方向性が見え
てこないなかで本当にやっていけるのかという不安の
声も聞いた。

総務委員会
よりよい施設管理を目指して指定管理者と懇談
　豊岡市立施設のうち、議会の議決を経て団体や企業
などが指定管理者となっている施設数は 96。
　自治会の集会施設や会館などのコミュニティ施設、
健康増進施設、社会福祉施設、社会教育施設などのほ
か、農林関係施設や商工観光関係施設などでは、民間
経営の視点やさまざまな工夫により、利用者の拡大や
収益性の向上に大きな成果が出ている施設もある。
　今回の懇談会のねらいは、指定管理者のみなさんが
指定管理を行うにあたり、日頃から困っている点や市
への要望・提言などを聞き、指定管理者と委員が懇談
することによって、よりよい改善策を見出し、適切な
指定管理を目指そうとしたもの。今回懇談を行った団
体（主な指定管理施設名）は次のとおり。

〇アップかんなべ㈱
　（日高町神鍋高原のキャンプ場や体育館など）
〇目坂区奈佐森林公園管理委員会（奈佐森林公園）
〇全但バス㈱（竹野Ｂ＆Ｇ海洋センター、出石総合ス
ポーツセンターなど）
〇いろりの会（住吉屋歴史資料館）

７月９日

文教民生委員会 7月18日

全但バス㈱・いろりの会との懇談（竹野振興局）

建設経済委員会
中小企業家同友会北はりま支部と懇談
　全国組織である中小企業家同友会（以下同友会）
は、県下に11の支部がある。北はりま支部の中に但
馬全域から多くの若手企業家が参加。今回は8名の若
手経営者を迎え懇談を行った。

　同友会は、社員・顧客・地域になくてはならない企
業を目指す。「よい会社・経営者・経営環境」の実現
を目的とし、経営者の生き様、哲学、戦略を知り、学
び授けあう。経営は自己責任であり行政等に頼らず、
自分たちで困難を乗り越え前進する。仲間と知恵を集
め協力する中で課題をクリアする姿勢に共感を覚え
た。若手企業家として一層の発展を期待したい。

但馬漁業協同組合と懇談
　但馬漁業協同組合は但馬地区4漁協が経営基
盤の強化、事業の総合的展開を目指し、平成19年
に合併。資源の枯渇、船舶の老朽化、漁業従事
者の不足など、現状は深刻である。漁業は、豊
岡市と香美町の連携を図り全体として考えるこ
とが必要と感じた。２年前に開発された麹の魚
醤は好評であり「儲かる漁業」を目指し日々健
闘されている。

７月25日

地域コミュニティの取り組み等について意見交換（日高農村環境改善センター）

北はりま支部の皆さんと（本庁舎）
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3月定例会の委員会審査における
委員会意見と当局回答

高規格道路開通における道路整備等
現在、日高道路から（仮称）豊岡南イン

ター及び（仮称）豊岡インターへの整備事業が鋭
意進められている。命の道としての早期整備は多
くの住民が強く望むところである。
　一方、当該道路整備による市街地への交通環境
が国道426号接続に伴い、豊岡病院線の交差点付近
における交通渋滞や学校施設が多く集積されてい
る市街地北西部への流入による児童・生徒等への
通学上の安全確保が懸念されている。
　今後、交通量実態調査等に基づく周辺交通環境
のあり方について、生活道路への影響等も勘案し
ながら住民の安全確保最優先で対応策の検討をす
べきである。 （予算決算委員会）

　北近畿豊岡自動車道の整備に伴い、イン
ターチェンジへのアクセス道路や市街地の交

通環境が大きく変化することが予想され、市としても
重要な課題と認識している。特に学校施設周辺や住
宅街など生活道路への影響が懸念される。
　国道426号の上陰から下陰地内など、既に県によ
る歩道整備事業が進められている区間もあるが、
これらの課題については、国や県と連携し対応策
を検討していきたい。 （建設課）

地域経済の活性化
財政力の脆弱な本市にあって、地域経済の

活性化は喫緊の課題である。そのためにも、地方
創生事業に関連する内発型の産業育成は地域経済
を支えるうえで重要な課題である。
　新年度事業において、商工会議所、商工会や観
光協会など関係団体と連携する中でKPI（重要業
績評価指標）など効果指標等の設定と併せて
チェック、フォローする仕組みの構築が必要と考
える。 （予算決算委員会）

　平成30年度、関係団体や事業者に参画を
願い、内発型産業育成に向けた「戦略体系

図」を作成する。
　その作成過程において、評価指標の設定や評価
の仕組み、具体事業の絞り込みについて検討する。
 （環境経済課）

木質ペレットの利用促進
バイオマス構想の下、国等の多額の補助金

を使い豊岡産ペレット生産拠点として、㈱豊岡ペ
レットを立ち上げたが、近年の需要は、当初の需
要見込みを大きく下回り、悪化の状況にあると伺
える。
　バイオマス事業の一環として始められた事業で
あるが、当市のバイオマス構想について総合的に
勘案し、早急に改善策を出すべきである。
 （予算決算委員会）

　ペレット需要の回復にあたっては、特に
消費用量の大きい温泉施設等ペレットボイ

ラーでの利用増について、各施設管理者への働き
かけを強める。
　他方、㈱豊岡ペレットの経営改善については、
年間需要量を短期間で製造しストックする中から
販売していくことで、電気料金等の製造コストを
縮減する製造工程への移行を提案する。また、公
認会計士からの提言を受けながら、ペレット需給
の現状を見据えた経営体系への助言や指導等を引
き続き行い、経営の適正化に向けた支援に努める。
 （農林水産課）

こうのとり育むお米の海外販売促進
オーストラリア　Fine food Australiaへ出店

をすることとなっている。世界に広める必要性は
感じるが、事前の現地調査等が十分にできている
とは言い難い。
　実施にあたっては、準備及び販売見込みを立て
慎重に進められたい。 （予算決算委員会）

　見本市「Fine Food Australia」での販売
促進が円滑に行えるよう、事前に現地調査

を実施する。
1　とき：平成30年5月16日～22日
2　ところ：シドニー・メルボルン
3　内容：豊岡市職員、現地コーディネーター（H30

度豊岡市委託）、本邦側の輸出事業者と
共に以下の調査を行う。

　  （1）小売店の価格、商品構成等
　  （2）飲食店（和食）の日本産米使用状況について

飲食店関係者へのヒアリング。コウノトリ
育むお米の提案

　  （3）商物流構築に向け、現地事業者数社（輸入卸、
商社）へコウノトリ育むお米の提案、販売計画

　  （4）農林水産省日本食普及親善大使との面会
　  （5）Fine Food Australia会場視察
4　展開の考え方：商社（Vox Trading）を輸入元に
した場合、すべての卸売会社が販売先となれる。1
つの卸売会社を輸入元にした場合、そこ以外の卸
売会社は扱えなくなる（競合回避のため）。現在、
本邦側の輸出事業者の意見を踏まえ、現地コー
ディネーターと調整中である。 （農林水産課）
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　常任委員会や特別委員会は、議案などを審査し、その可否を決定します。その審査の過程で、市当局に対して意見や要望
を付すことができます。
　それに対して、市当局は指摘の内容が妥当であるか、要望が実現できるかなどを検討し、次の定例会の際、報告すること
になっています。
　これは、議会でまとめられた意見が、単に一方的なもので終わってしまわないよう、市当局と議会が議論のキャッチボール
をしながら市政運営を行っている取り組みの一端です。

敬老会補助金廃止に伴う代替3事業
「ふれあいいきいきサロン」は社会福祉協

議会への補助金、「玄さん元気教室」と「高齢者安
心・見守り活動」は自治会等への奨励金として扱
われ、奨励金については、使途にこだわらないと
された。
　3事業は、いずれも自治会等での活動を対象とし
ているが、「ふれあいいきいきサロン」を社会福祉
協議会の事業補助金として扱うことは、これまで
社会福祉協議会が行っていた事業であるとしても、
他の2事業と異なる扱いに違和感が残る。
　また、「高齢者安心・見守り活動」奨励金の支給
要件である、75歳以上の人数による5段階の定義に
は、不公平感を強く感じる。
　さらに、自治会などが行う申請手続きの煩雑さ
が伺え、問題点を残すところである。
　よって、これら3事業の31年度以降の実施にあ
たっては、これまでの敬老会の有効性に配慮した
うえで、初年度の状況を十分に、正確に受け止め、
地域の実情を考慮し、実施区の申請手続きの簡素
化を図るとともに、極力しばりを排除して柔軟に
取り組める施策とするなど問題や課題を取り除い
た内容に改善されたい。
　なお、当該施策の取り扱いについては、各区長
等に対して丁寧に説明を行うこと。

（予算決算委員会）

　奨励金としたのは、地区の申請手続きを
できるだけ簡素化し、（奨励金）使途の柔軟

性を確保するためである。
　今年度の奨励金の区分・金額は、区長連合会と
も協議し、決定しているもので、対象となる高齢
者の少ない地区にあっても活動に取り組んでいた
だけるよう配慮したものである。
　31年度以降の実施にあたっては、今年度の活動
状況を踏まえる中で、運用方法を整理し、柔軟で
活動しやすい制度となるよう必要な改善をしたい。
　奨励金の申請者となる区長に対しては、関係書
類（奨励金内容、申請書類、Q＆A）を配布する
とともに、地域区長協議会において活動内容と申
請書の記載方法の説明を行い、相談があれば個別
に対応している。
　また、民生委員児童委員連合会理事に対しても
地区の見守り活動への協力をお願いしている。

（高年介護課）

29地域コミュニティ
29の地域コミュニティが設立され、1年が経

過しようとしている。各地域コミュニティの取り
組み等の情報を共有し、研修会や事例発表もなさ
れているが、一括交付金のあり方、人材育成等に
おいて、地域格差が生じているように感じる。
　本庁のみでなく、各振興局とより一層連携を図
り、将来を見据え、地方創生の柱でもある地域コ
ミュニティの構築に努め、地域活性化のさらなる
推進を図られたい。 （予算決算委員会）

　一括交付金等の財政的な支援については、
組織が立ち上がって間もないことから、概

ね3年間の決算状況を確認しながら検証し、必要が
あれば改めることとしている。
　地域性や人口規模も異なる29の地域コミュニ
ティでは、その地域が抱える多様な地域課題の解
決に向け、それぞれの地域の実情や特性に合わせ
た29通りの取り組みが展開されている。
　今年度はそのような取り組み状況に対する支援
の一つとして、「地域振興」、「地域福祉」、「地域防
災」、「人づくり」等のテーマ別研修を開催する予
定である。地域の関心が高く、地域課題にあった
テーマ別研修への参加を促し、共通の課題を抱え
る組織間での意見交換の場を設け、専門家からの
助言を受ける等、組織間の交流・情報共有による
意識の高揚を狙いとしている。
　人材育成については、モデル地区を選定し、各
振興局と連携を取りながら、地区の実態把握をす
る中で、望まれる人材とその育成を研究し、他地
区に事例・取り組みを共有する。 （コミュニティ政策課）

高齢者生きがい創造学院
中心市街地の活性化、賑わいの創出を視野に

入れ、土地及び建物を取得し、施設の整備を行うもの
であるが、高齢者生きがい創造学院以外の利活用に
ついても十分検討され、生涯学習サロンとして、中心
市街地の活性化に結び付くよう具体的な費用対効果
について検証されたい。 （予算決算委員会）

　豊岡駅通商店街振興組合と中心市街地の
賑わいの創出方法について検討を進めている。

　生涯学習サロンの整備及び運用にあたっては、
多くの市民に利用され、中心市街地の賑わい拠点
として機能するよう努めるとともに、効果が検証
できる指標について検討する。　 （生涯学習課）
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■川の中で思いっきりあそぼう！（出石  谷山川）
筏くだり、生きもの探し、マスのつかみ取り…

■柳まつり 豊岡おどり

■神鍋火山祭りさい

いかだ

がっ祭  踊るんだしけぇ～そうだろよさこい～

■太陽サンサン海キャンプ！
（竹野　青井浜）

太陽をいっぱい浴びて海を満喫！！

■「植村直己に学ぶ」サバイバル体験キャンプ
11名の小学生が7泊8日で約67㎞の行程（日高～村岡～小代
～日高）を完歩！！

“ヤ
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 ヤッチャ

“ヤ
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 ヤッチャ

ヤッチャ ヤッチャ～～”ヤッチャ ヤッチャ～～”

いい湯だね～
ドラム缶風呂！

海へdive！


